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会議に出席した説明員  
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副 管 理 者 野  瀬  喜久男  君    中山投棄場長 山  本    登  君  

副 管 理 者 久  保  久  良  君    建設推進室長 杉  山  暢  基  君  
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午後 3 時 33 分開会  

○議長（安澤勝君） それでは、ただ

いまから、令和元年 10 月彦根愛知犬

上広域行 政 組 合 議 会 臨 時 会 を 開会い

たします。  

ただいまの出席議員は 18 名で、会

議開会定足数に達しております。よっ

て、令和元年 10 月臨時会は成立いた

しました。  

直ちに本日の会議を開きます。  

 

日程第１  会議録署名議員の指名  

○議長（安澤勝君） 次に、日程第１、

本 日 の 会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 を 行 い

ます。  

会議録署名議員に、16 番馬場和子さ

ん、および 17 番河村善一君を指名い

たします。  

 

日程第２  会期の決定  

○議長（安澤勝君） 次に、日程第２、

会期の決定を議題といたします。  

お諮りいたします。今臨時会の会期

は、本日１日といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（安澤勝君） 異議なしと認め

ます。よって、今臨時会の会期は、本

日１日に決定いたしました。  

 

日程第３  議案第８号  彦根愛知犬上

地域新ごみ処理施設整備基本計画を定

めることにつき議決を求めることにつ

いて  

○議長（安澤勝君）  続いて、日程第

３、議案第８号  彦根愛知犬上地域新

ごみ処理施設整備基本計画を定めるこ

とにつき議決を求めることについてを

議題といたします。  

職員に議案を朗読させます。  

〔高橋議会事務局副主幹朗読〕  

○議長（安澤勝君） 提案者の説明を

求めます。管理者。  

○管理者（大久保貴君） 議案第８号  

彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整

備 基 本 計 画 を 定 め る こ と に つ き 議 決

を 求 め る こ と に つ い て の 概 要 に つ い

てご説明申し上げます。  

 本議案は、地方自治法第 96 条第２

項 の 規 定 に よ る 議 会 の 議 決 す べ き 事

件に関する条例により、彦根愛知犬上

地 域 新 ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 計 画 を

定 め る こ と に つ き 議 会 の 議 決 を 求 め

るものでございます。詳細につきまし

ては、事務局からご説明申し上げます

ので、ご審議を賜りますようお願い申

し上げます。  

○議長（安澤勝君） 続いて、事務局

からの詳細説明を求めます。建設推進

室長。  

○建設推進室長（杉山暢基君） 失礼

いたします。それでは、臨時会提出議

案 の 彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施

設 整 備 基 本 計 画 を 定 め る こ と に つ き

議 決 を 求 め る こ と に つ い て に 係 る 新

ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 計 画 案 を ご 説

明させていただきます。着座にて失礼

いたします。  
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 この基本計画案については、当初、

彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整

備基本計画検討委員会におきまして、

建 設 候 補 地 と し て 愛 荘 町 竹 原 区 を 想

定した上で検討いただき、昨年８月 21

日 に ま と め ら れ た も の で ご ざ い ま し

たが、全体の一部で愛荘町竹原区に係

る記載となっておりました箇所、例え

ば、これまでの経緯の記述に前回から

現在に至るまでの経緯を追加し、また、

位置図や施設の配置案、法規制の基準

な ど を 管 理 者 会 の 総 意 と し て 決 定 し

た 彦 根 市 西 清 崎 町 に 対 す る 内 容 に 改

めたものとしております。  

まず、この基本計画案についてでご

ざいますが、新たなごみ処理施設をど

の よ う な 施 設 と す る か に つ い て 定 め

た計画となります。例えば、どのよう

な ご み を 処 理 対 象 と す る の か 検 討 か

ら始まりまして、今後のごみ処理量の

推計、そして、ごみ処理施設の規模の

検討、処理方式の検討、処理によって

発生するエネルギーの利用計画など、

新たなごみ処理施設を建設する上で、

必 要 と な る そ れ ぞ れ の 基 本 的 な 事 項

に つ い て 定 め る 計 画 と な っ て お り ま

す。また、この基本計画案は、先にお

認 め い た だ き ま し た 各 種 調 査 等 の 予

算のうち、環境影響評価や施設整備の

基 本 設 計 等 を 実 施 し て い く 上 で 必 要

となる計画でございます。  

まず、1-1 ページをお開き願います。

第 1 章  施設の理念・基本方針では、

平成 20 年５月に定められた湖東地域

広 域 ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 構 想 の 五

つの基本方針を記載しております。次

の 1-2、 1-3 ページでは新施設の六つ

の理念を基に、この計画の根幹となる

基本方針を定めておりまして、理念１

のごみの安全・安心・安定的な処理が

確保できる施設については、例えば、

安定性を備えた技術を導入すること、

安 全 性 や 危 機 管 理 に つ い て の 配 慮 を

行うこと、また、一市四町の住民の安

心 を 確 保 す る た め 情 報 公 開 を 積 極 的

に 行 う こ と な ど を 基 本 方 針 と し て 定

めております。理念２の環境への負荷

の少ない施設については、例えば、公

害 防 止 対 策 に 万 全 を 期 し 周 辺 環 境 へ

の負荷の少ない施設とすること、また

周辺環境との調和を図るため、施設の

デザインや色彩は、景観に十分配慮を

す る こ と な ど を 基 本 方 針 と し て 定 め

ております。次に理念３の資源循環・

エ ネ ル ギ ー の 回 収 に 優 れ た 循 環 型 社

会基盤施設については、例えば、再資

源 化 が 可 能 な ご み の リ サ イ ク ル を 行

うことや、ごみの焼却によって発生す

る 熱 エ ネ ル ギ ー を 利 用 し て 発 電 を 行

い、エネルギーとしてのリサイクルを

積極的に行うこと、また、ごみの減量

や 地 球 温 暖 化 防 止 等 の 環 境 問 題 に つ

い て 住 民 の ご 理 解 を 深 め て い た だ く

た め の 啓 発 拠 点 施 設 と す る こ と な ど

を方針として定めております。次に理

念 ４ の 経 済 性 に 優 れ た 施 設 に つ い て

は、施設の計画・設計・建設から運営・

維持管理・改修までを含めたごみ処理
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システム全体で経済性、効率性に十分

な配慮を行い、コストの適正化を図る

ことを方針として定めております。次

に理念５の災害に強い施設では、例え

ば、大規模な災害が起きた際に発生が

予 想 さ れ る 災 害 廃 棄 物 に つ い て 適 切

に処理ができるよう、施設の処理能力

に 一 定 の 余 力 を 備 え た 施 設 と す る こ

と。災害時に稼働不能とならず安定稼

働ができるよう、耐震化等の対策を施

した災害に強い施設とするとともに、

平 常 時 よ り 災 害 時 の 廃 棄 物 処 理 に 係

る 訓 練 を 行 う こ と な ど を 方 針 と し て

定めております。最後に、理念６の社

会 情 勢 等 の 変 化 へ の 柔 軟 な 対 応 が で

きる施設については、例えば、最新技

術を活用して、将来的な処理システム

や 公 害 防 止 基 準 の 変 化 に も 柔 軟 に 対

応 す る こ と が で き る 設 備 を 導 入 す る

ことを方針として定めております。以

上、申し上げました六つの基本理念を

念頭におき、この基本計画案が検討さ

れました。  

続きまして、 2-1 ページをお開き願

います。2-1 から 2-65 ページにわたる

第 ２ 章  計 画 条 件 の 整 理 に つ い て で

ございますが、基本計画案は冒頭でも

申しましたとおり、当初愛荘町竹原区

を 想 定 し て 策 定 さ れ た も の を 新 た な

候 補 地 と な る 彦 根 市 西 清 崎 町 に 係 る

内容に改めたものですが、新施設供用

開始予定については、当初予定の平成

39 年度稼働を想定したものであり、後

ほ ど ご 説 明 さ せ て い た だ き ま す 施 設

規 模 に つ い て も 当 初 予 定 の ま ま と な

っているものでございます。このこと

については、当初より施設規模の見直

しについては、施設整備基本設計を行

う中で、現状のごみ等排出量の減量状

況 や 各 市 町 の 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計

画 に 沿 っ た 施 設 と な る よ う 規 模 も 合

わ せ て い く 必 要 が あ る こ と を 想 定 し

ておりましたので、現時点で新施設の

供 用 開 始 が 一 年 か ら 二 年 の 遅 れ が 生

じることにはなりますが、供用開始が

遅 れ る こ と で 見 直 し の 必 要 が 生 じ る

も の に つ い て は 施 設 整 備 基 本 設 計 を

行 う 中 で 見 直 し を し て 反 映 さ せ て い

くこととなりますので、今回の基本計

画 案 で は 供 用 開 始 が 遅 れ る 分 の 見 直

しをしているものではございません。

よって、第２章  計画条件の整理で 2-

1 ページの２ .１施設供用開始予定年

度 の 項 目 で も 記 載 が あ り ま す よ う に

新施設供用開始予定年度は平成 39 年

度とした計画となっていますが、ただ

し書きにありますように、一年から二

年 の 遅 れ が 生 じ る 予 定 で あ る と い う

記載にとどめております。このような

表 現 に つ い て は 他 の ペ ー ジ に お い て

もされておりますので、予めご了承い

ただきますようお願いいたします。  

続く、2-1 ページから 2-23 ページま

で は 一 市 四 町 の ご み 処 理 対 象 人 口 お

よ び ご み 排 出 量 の 動 態 や 各 市 町 の 現

在のごみ処理体系など、一市四町の現

状が記載されたものでございます。2-

24 から 2-65 ページでは計画処理量等



 

6 

 

の設定がされておりまして、どのよう

なごみを処理するのか、どの程度の処

理 能 力 の 施 設 が 必 要 か に つ い て 定 め

ております。どのようなごみを処理す

るのかという点につきましては、現在、

各 市 町 で ご み の 分 別 体 系 は 一 致 し て

おりませんが、今回のごみ処理の広域

化 を 機 に 一 市 四 町 で ご み の 分 別 を 統

一 す る こ と を 前 提 に 検 討 が 重 ね ら れ

ました。現状としましては、来年度中

に一市四町において、令和 11 年度の

新 ご み 処 理 施 設 の 供 用 開 始 を 視 野 に

入 れ た 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 が 策

定される予定となっており、計画の中

で 各 市 町 の 分 別 が 統 一 さ れ る よ う に

調整されることとなります。また、処

理 量 が ど の 程 度 に な る の か に つ い て

は 2-27 ページ、 2-28 ページになりま

すが、平成 24 年度から平成 28 年度ま

で の 各 市 町 の ご み 排 出 量 と 人 口 推 計

結果を基に平成 44 年度までの将来排

出量を算出した結果、当時の計画目標

年次の平成 39 年度において平成 28 年

度 よ り も 約 ６ ％ 減 量 さ れ て い る と 推

計された燃やすごみについては、推計

ど お り 減 量 が 進 ま な い 可 能 性 を 鑑 み

平成 28 年度実績値から５％削減を目

標とし、燃えないごみについては、現

状からの推計でいくと平成 39 年度に

おいて 2.9％増加する推計結果となっ

た こ と 、 同 じ く 粗 大 ご み に つ い て も

14.9％ 増 加 す る 推 計 結 果 と な っ た こ

とから平成 28 年度実績値での現状維

持を目標値としております。この減量

目標の設定については、2-46 ページか

ら 2-50 ページでご確認いただけます。

次に 2-51 から 2-65 ページにかけまし

て 熱 回 収 施 設 と リ サ イ ク ル 施 設 の 計

画 処 理 量 お よ び 施 設 規 模 等 に 関 す る

記載がございます。現時点では一市四

町 の 一 部 の ご み の 取 扱 い に つ い て 統

一されていないため、例えば、彦根市

で は 分 別 収 集 さ れ て い る 容 器 包 装 プ

ラ ス チ ッ ク は 四 町 で は 燃 や す ご み と

し て 回 収 さ れ 固 形 燃 料 化 さ れ て い ま

す。よって、処理を行うごみ量につい

て 三 つ の 場 合 分 け を 行 い 施 設 規 模 も

そ れ に 合 わ せ て 場 合 分 け に て 算 出 し

ております。2-51 ページをご覧いただ

きたいと思います。熱回収施設の計画

処理量の表が二通りございます。上の

表は、分別統一案①・案②となってお

りますが、容器包装プラおよび廃食用

油 を 燃 や す ご み に 含 む 場 合 と な っ て

おりまして、下の表は案③として容器

包 装 プ ラ お よ び 廃 食 用 油 を 分 別 す る

場 合 の 処 理 量 と し て 算 出 し て お り ま

す。ただし、熱回収施設ではいずれの

場 合 も 日 常 的 な ご み の 年 間 処 理 量 の

一 割 を 災 害 廃 棄 物 の 処 理 量 と し て 見

込んでおりまして、上の表ですと燃や

す ご み と リ サ イ ク ル 施 設 か ら の 焼 却

残さの小計が 3 万 6,118 トンに対し、

その一割の 3,611 トンを災害が発生し

た 際 の 災 害 廃 棄 物 の 処 理 量 と し て 見

込んでいるということになります。こ

の年間の処理量に対しまして次の 2-

52 ページにありますとおり、容器包装
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プ ラ お よ び 廃 食 用 油 を 燃 や す ご み に

含む場合は日量 147 トン、分別する場

合は日量 144 トンという施設規模が算

出されております。次に 2-53 ページ

で は 炉 の 数 を ２ 炉 と す る の か ３ 炉 と

するのか比較されておりまして、経済

性、周辺環境との調和といった観点か

ら 総 合 的 に 判 断 し ２ 炉 が 採 用 さ れ て

います。 2-55 ページから 2-61 ページ

では、容器包装プラおよび廃食用油を

燃 や す ご み と す る 場 合 と 分 別 す る 場

合 の い ず れ に お い て も 経 済 的 な 施 設

設 計 と な る よ う に ご み 質 の 分 析 を す

る と と も に 高 質 ご み と 低 質 ご み の 比

率により、いずれの場合も経済的なご

み 質 と な る こ と の 確 認 が さ れ て お り

ます。次に 2-62 ページではリサイク

ル 施 設 で の 計 画 処 理 量 が 算 出 さ れ て

おります。リサイクル施設におきまし

ても、熱回収施設と同様に容器包装プ

ラ お よ び 廃 食 用 油 を 分 別 す る か ど う

かで処理量が変わってまいりますが、

そ れ に 加 え 彦 根 市 で は 行 政 回 収 さ れ

ている古紙・衣類について新ごみ処理

施設で行政回収分も受け入れるのか、

あるいは、住民が直接搬入される分の

み 受 け 入 れ る か に よ っ て も 場 合 分 け

をしており、３パターンを想定してお

ります。まず、上の表の案①は、容器

包 装 プ ラ お よ び 廃 食 用 油 を 燃 や す ご

み に 含 む 場 合 と な り ま す の で リ サ イ

ク ル 施 設 で は 処 理 さ れ な い こ と に な

ります。また、行政回収された古紙・

衣 類 に つ い て は 受 け 入 れ る こ と を 想

定し年間 7,085 トンの処理量となって

います。真ん中の表の案②については

案 ① 同 様 に 容 器 包 装 プ ラ お よ び 廃 食

用 油 を 燃 や す ご み に 含 む 場 合 と な り

ますが、古紙・衣類については行政回

収された古紙・衣類は直接古紙等の買

取業者へ搬入し、住民の直接搬入分の

み を 新 施 設 で 受 け 入 れ る こ と を 想 定

し年間 6,542 トンの処理量となってい

ます。下の表の案③は容器包装プラお

よび廃食用油を分別する場合ですが、

古紙・衣類については案②と同様に直

接 搬 入 分 の み を 受 け 入 れ る も の と し

ているので年間 7,457 トンの処理量と

なっています。これらの年間の計画処

理 量 か ら リ サ イ ク ル 施 設 の 施 設 規 模

を算出したのが 2-63 ページになりま

して案①では日量 34 トン。案②は日

量 31 トン。案③が日量 35 トンという

かたちで計画しております。現時点で

は、先ほども申しましたとおり一市四

町 の 分 別 区 分 が 統 一 さ れ て い な い こ

とから、今ほどご説明しましたように

施 設 規 模 に 幅 を 持 た せ た 計 画 と な っ

ておりますが、来年度中に策定を予定

さ れ て い る 一 市 四 町 の 新 た な 一 般 廃

棄物処理基本計画では、現状のごみ等

排出量を基に、今後の減量等の目標が

定められることとなりますので、その

計 画 と の 整 合 性 を 図 り な が ら 施 設 規

模 に 見 直 し を か け 施 設 整 備 基 本 設 計

で反映させていくこととなります。  

続きまして、 3-1 ページをお開き願

います。第３章  処理方式の検討では、
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3-1 から 3-29 ページにかけて処理方

式、処理設備についてどのような方式

でごみを燃やすのか、基本的な施設構

成 は ど の よ う な も の に す る か を 定 め

ています。どのような方式でごみを燃

やすのかについては、焼却方式とし四

つの処理方式を候補にあげ、先ほどご

説 明 さ せ て い た だ き ま し た 各 理 念 に

基づき評価を行い、結果としてエネル

ギ ー 回 収 が 良 く 省 エ ネ ル ギ ー に 優 れ

て お り さ ら に 他 都 市 で の 採 用 実 績 数

が 多 く 安 定 し た 燃 焼 に よ り 排 ガ ス 中

の 有 害 物 質 を 低 減 で き る こ と な ど の

理由から、ストーカ式という焼却処理

方式を採用することとなりました。ま

た、リサイクル施設については、資源

の種類によっては破砕や選別、圧縮梱

包 が 必 要 と な る こ と か ら 各 種 資 源 類

に 合 わ せ て 処 理 方 式 を 定 め て お り ま

すが、現時点ではメーカヒアリングに

お け る 条 件 設 定 と な っ て い る た め 事

業 方 式 に よ っ て は 事 業 者 提 案 に よ り

経済性・効率性の良い方式とされてい

く 部 分 も 出 て く る こ と が 想 定 さ れ て

おります。  

次に 4-1 ページをお願いいたします。

第４章  基本条件の整理は 4-1 ページ

から 4-11 ページで候補地西清崎町の

位置や面積、地形条件、地質・地盤条

件 や 周 辺 の 土 地 利 用 条 件 の ほ か 開 発

行 為 や 公 害 防 止 に 係 る 法 規 制 な ど が

整理されております。また、4-12 ペー

ジから 4-13 ページではユーティリテ

ィ条件が整理されております。4-13 ペ

ージをご覧願います。 (4)排水につい

てでございますが、現在、西清崎町に

つ い て は 農 業 集 落 排 水 施 設 に よ る 処

理 エ リ ア と な っ て お り ま す が 彦 根 市

の下水道計画では、今後、令和 12 年度

を 目 途 に 市 内 の 農 業 集 落 排 水 を 公 共

下 水 道 に 接 続 す る 計 画 と な っ て い る

ことから、本計画では施設からの排水

を 公 共 下 水 道 へ 放 流 す る も の と し て

計画しています。  

続きまして、 5-1 ページをお開き願

います。第５章  公害防止計画・焼却

残渣処理計画についてですが、 5-1 ペ

ージから 5-5 ページで排ガス・排水・

悪臭・騒音・振動など公害防止項目と

なるものを整理し 5-6 ページから 5-

17 ページ上段にかけて対象となる物

質 の 除 去 方 式 や 対 策 を 定 め て お り ま

す。 5-17 ページをお願いいたします。

中段からの５ .３公害防止基準の設定

では、排ガスについては関連する各法

令 に よ り 定 め ら れ た 基 準 値 よ り 厳 し

い自主基準値を設けております。  

次に、6-1 ページをお開き願います。

第６章  エネルギー利用計画・高効率

発電の検討について 6-1、 6-2 ページ

で エ ネ ル ギ ー 利 用 方 法 に つ い て 整 理

されておりますが、熱回収施設で発生

す る 余 熱 に つ い て は そ の ま ま 熱 と し

て施設の暖房給湯で利用するほか、発

電 機 を 利 用 し て 電 力 を 発 電 し て 施 設

内で消費することとなります。ただし、

使 い 切 れ な い 余 熱 や 余 剰 電 力 に つ い

ては、地域振興策として利用できるよ
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う 今 後 候 補 地 周 辺 住 民 の 皆 様 と 協 議

してまいります。それでも余る余剰電

力については、電力会社へ売電してい

くことになります。利用可能熱量につ

いては 6-3 ページから 6-5 ページで試

算されておりますが、発生熱量につい

て も 容 器 包 装 プ ラ お よ び 廃 食 用 油 を

燃 や す か ど う か で 異 な る こ と と な り

ますので、分別統一案により場合に分

け て 発 生 熱 量 を 試 算 し 発 生 熱 量 の

60％ を 利 用 可 能 熱 量 と し て そ れ ぞ れ

で試算されたものが 6-3 ページの中段

になります。ここにありますように容

器包装プラなどを燃やさない場合は、

一時間あたり平均約 3 万 4,416 メガジ

ュール、燃やす場合は一時間あたり平

均約 3 万 7,632 メガジュールとなって

おります。また、次の 6-4、6-5 ページ

で は 高 効 率 発 電 の 検 討 が さ れ て お り

ま し て 熱 回 収 施 設 に つ い て は 国 の 循

環 型 社 会 形 成 推 進 交 付 金 を 受 け る た

めにエネルギー回収率を 16.5％以上

とする必要がございますので、基本計

画案ではエネルギー回収率を 16.5％

と し て そ れ を 上 回 る か ど う か の 試 算

がされております。この試算について

も 容 器 包 装 プ ラ な ど を 燃 や す 場 合 と

燃やさない場合に加え、地域振興策な

ど で 外 部 へ 熱 供 給 す る 場 合 と し な い

場合に分けて出されております。 6-4

ページ下段と 6－ 5 ページ上段の表に

つ い て は 外 部 へ の 熱 供 給 を し な い 場

合 で 容 器 包 装 プ ラ な ど を 燃 や す か ど

うかで二通り、6－ 5 ページ中段と下段

で は 外 部 へ 熱 供 給 を す る 場 合 を 想 定

して試算されていますが、いずれも標

準 ご み と 高 質 ご み で あ れ ば エ ネ ル ギ

ー回収率 16.5％をクリアできる試算

となっております。ただし、低質ごみ

だけの場合は 16.5％を下回ることと

なりますが低質ごみというのは、いわ

ゆ る 生 ご み な ど 水 分 が 多 い よ う な ご

みを想定したものであり実際には、紙

類 や ビ ニ ー ル 類 を ピ ッ ト 内 で 撹 拌 さ

せ な が ら 炉 に 投 入 さ れ る こ と と な り

ま す の で 現 状 の 一 市 四 町 の 分 別 区 分

で す と 標 準 ご み で の 想 定 と な り ま す

が、彦根市が容器包装プラなどを燃や

す こ と と な れ ば 高 質 ご み に 近 づ く こ

とが想定されます。また、外部へ熱供

給 す る 場 合 と そ う で な い 場 合 を 比 べ

ますと、外部へ熱供給する場合は発電

出 力 が 下 が る も の の 発 生 し た 熱 を そ

の ま ま 外 部 で 利 用 す る こ と と な る た

め エ ネ ル ギ ー 回 収 率 と し て は 上 が る

こととなります。  

続きまして、 7-1 ページをお開き願

います。第７章  プラント計画および

土木・建築計画では 7-1 ページから 7-

15 ページにかけて新ごみ処理施設に

おいてごみの受入れから処理・処分に

至 る ま で に 必 要 と な る 主 要 設 備 の 整

理がされております。また、少し飛び

ますが 7-16 ページでは、７ .３土木・

建 築 計 画 と し て 施 設 の 外 観 は 周 辺 景

観 と 調 和 し た デ ザ イ ン と す る こ と や

災 害 時 に も で き る 限 り 安 定 運 転 が 可

能 な 耐 久 性 を 備 え た 施 設 と し 災 害 時
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の エ ネ ル ギ ー 供 給 の 拠 点 と な り 得 る

施設とすること、また、環境学習機能

を設けることとし、施設見学者に配慮

し た 施 設 と す る こ と な ど が 定 め ら れ

ています。  

次に 8-1 ページをご覧ください。第

８章  施設配置・動線計画についてで

すが、 8-1 ページでは配置計画の対象

と な る 施 設 等 の 設 定 と 条 件 に つ い て

整理されております。また、 8-2 ペー

ジ 上 段 の 表 で は 新 施 設 へ の 搬 入 出 車

両の想定がされており、これら車両に

対 す る 安 全 性 確 保 の た め の 動 線 計 画

条 件 と し て 来 客 者 の 車 両 動 線 や 歩 行

動 線 は ご み の 搬 入 出 車 両 動 線 と 分 離

することや、リサイクル施設と熱回収

施 設 へ の 動 線 を 可 能 な 限 り 分 離 す る

ことが定められています。また、8-2 ペ

ー ジ の 最 後 に な お 書 き さ れ て お り ま

す 候 補 地 敷 地 へ の 進 入 口 に つ い て で

すが、今年度に実施した候補地周辺住

民に対する説明会では、施設への搬入

出ルートの整備について、今後、最終

的な建設候補地が１か所に決まれば、

関係自治会・土地所有者・耕作者・関

係 行 政 機 関 な ど の 各 関 係 者 と 調 整 を

行った上で、整備ルートを決定してい

くことになるとご説明した上で、候補

地 西 清 崎 町 周 辺 住 民 を 対 象 と し た 説

明会の場合は、現段階で想定される整

備 内 容 と し て 県 道 ２ 号 線 か ら 候 補 地

に至るための専用道路の整備に加え、

宇 曽 川 と 安 食 川 に 橋 を 架 け る 必 要 が

あ る と 考 え て い る 旨 を 説 明 し て お り

ます。この配置案につきましては、進

入 口 が ど こ に な る か に よ っ て 変 更 し

てくることになるため、今後、搬入出

ル ー ト の 整 備 に つ い て 各 関 係 者 と 調

整 を 行 う 段 階 で 別 の ル ー ト と な る こ

とも想定しており、現段階では、進入

口 を 東 側 ま た は 南 側 と す る 二 つ の 案

で 施 設 配 置 や 車 両 動 線 な ど を 定 め て

います。 8-3 ページをご覧ください。

配 置 案 ① は 進 入 口 を 東 側 と し た 場 合

の配置案となっておりまして、下段の

表 の 災 害 時 の 被 害 軽 減 の と こ ろ に 敷

地 北 西 側 の 土 砂 崩 れ の お そ れ に 対 し

ては、土砂崩れの影響を軽減すべく可

能 な 限 り 熱 回 収 施 設 を 西 側 敷 地 境 界

線から離しているとあります。このこ

とについては、選定委員会において土

砂 災 害 危 険 箇 所 等 に つ い て 評 価 い た

だいており、候補地西清崎町は敷地の

北 西 側 の ６ 分 の １ 程 度 が 土 砂 災 害 危

険 箇 所 に 指 定 さ れ て い る が 指 定 箇 所

を 避 け た 施 設 配 置 が 可 能 で あ る こ と

や、浸水対策として２ｍの盛土をする

こ と と し て お り 山 裾 に 対 し て 敷 地 と

のレベル差が２ｍ生じることから、影

響 は 軽 微 と 判 断 さ れ て お り 土 砂 災 害

対 策 の 擁 壁 に つ い て も 不 必 要 と 判 断

されております。よって、敷地北西側

で 空 白 と な っ て い る 部 分 ま で が 土 砂

災 害 の 危 険 箇 所 に 指 定 さ れ て い る こ

とから、配置案①であれば施設建設は

可能と判断しております。次の 8-4 ペ

ー ジ に は 配 置 案 ② の 進 入 口 を 南 側 と

した場合の配置案となります。こちら
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の場合は、土砂災害の影響を受ける可

能性は案①よりも小さくなります。  

最後に 9-1 ページをご覧ください。

第 ９ 章  そ の 他 ご み 処 理 施 設 に か か

る事項の計画ということで 9-1 ページ

以 降 で 事 業 ス ケ ジ ュ ー ル と 施 設 整 備

に 関 す る 概 算 費 用 な ど が 記 載 さ れ て

おります。事業スケジュールにつきま

しては、今回、基本計画案をお認めい

ただきましたら、早急に８月定例会で

ご承認いただきました、環境影響評価

な ど 各 種 調 査 業 務 と 施 設 整 備 基 本 設

計 な ど の 入 札 の 作 業 を 進 め さ せ て い

ただくこととなりますが、今後、順調

に 事 業 が 進 ん で い け ば 新 ご み 処 理 施

設の稼働は令和 11 年となるスケジュ

ールになっております。次の 9-2 ペー

ジ の 施 設 整 備 に 関 す る 概 算 費 用 に つ

きましては、分別統一案①から③の場

合 分 け で そ れ ぞ れ 算 出 さ れ た も の に

なりますが、候補地が決定していない

現段階におきましては、地質調査も済

ん で い な い こ と か ら 候 補 地 を 西 清 崎

町 と し た 概 算 見 積 り を プ ラ ン ト メ ー

カ か ら 徴 集 す る こ と が で き な い た め

候 補 地 が 愛 荘 町 竹 原 区 で あ っ た 際 に

算 出 さ れ た 概 算 費 用 を お 示 し し た 上

で 西 清 崎 町 で は 地 盤 条 件 が 竹 原 区 と

異 な る こ と な ど に よ り 施 設 整 備 費 が

当初の額と異なる可能性があり、今後、

施設整備基本設計業務において、改め

て 概 算 見 積 徴 集 を 行 う と い う 記 載 を

させていただいております。また、本

概 算 見 積 り は 消 費 税 ８ ％ の と き に 作

成 さ れ た も の と な り ま す の で ご 理 解

賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い い た し

ます。当時の施設整備費の算出により

ま す と 案 ① と 案 ② は 額 と し て 同 じ に

なっていますが、容器包装プラおよび

廃食用油を分別し、古紙・衣類につい

て は 直 接 搬 入 分 の み 受 け 入 れ る こ と

を想定した案③は、案①・案②と比べ

熱 回 収 施 設 の 施 設 規 模 が 日 量 ３ ト ン

少なくなることから整備費が約 4,500

万 円 安 く な り ま す が リ サ イ ク ル 施 設

の規模が案①・案②と比べ大きくなる

ため約 3 億 4,000 万円高くなることか

ら 結 果 的 に 案 ③ の 施 設 整 備 費 が 最 も

高 く な り 二 つ の 施 設 の 整 備 費 を 合 わ

せますと約 202 億円となっております。

次に 9-3 ページをお願いします。維持

管理・運営費についてですが、こちら

も 施 設 整 備 費 同 様 に 場 合 分 け を し て

お り ま す が 、 基 本 計 画 案 で は 維 持 管

理・運営費を 20 年間としてプラント

メ ー カ か ら 概 算 見 積 り を 徴 集 し て 算

出しております。これは、近年ではご

み 処 理 施 設 の 維 持 管 理 等 を Ｐ Ｆ Ｉ や

Ｄ Ｂ Ｏ 方 式 と い っ た 民 間 活 力 を 活 用

する手法が取られておりますが、一般

的に焼却施設の耐用年数が 20 年程度

と い わ れ る こ と か ら 維 持 管 理 等 の 契

約も 20 年間とされるのが一般的とな

りそれに合わせているものです。しか

しながら、近年、国は焼却施設の耐用

年数が 20 年程度であっても建物につ

いては 50 年程度の耐用年数を備えて

いること。また、焼却施設に設置され
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る各種設備や機器については 20 年程

度経過してもなお、受変電設備、発電

設 備 を は じ め と し て 高 い 健 全 度 を 保

つ も の や 部 分 的 な 補 修 で 健 全 度 を 回

復 す る こ と が 可 能 な も の も 多 い こ と

か ら 耐 用 年 数 の 比 較 的 短 い 重 要 設 備

を 適 切 な 時 期 に 更 新 す る な ど の 対 策

に よ り ご み 処 理 施 設 の 延 命 化 を 望 ま

れております。施設の利用期間につい

ては、今後、民間活力を活用する手法

の 取 り 入 れ 方 に よ っ て 変 わ っ て く る

こともあり本計画では、施設の利用期

間を明記しておりませんが、現段階に

お い て は 大 規 模 な 基 幹 改 良 工 事 を 行

う こ と な く 適 切 な 補 修 の み で 施 設 を

維持管理できるものと考えられる 30

年間は施設を維持管理・運営し、その

後については、今後、地元自治会住民

の 皆 様 と 協 議 し て い く こ と を 考 え て

おります。当時の維持管理・運営費の

算出によりますと、施設整備と同様に

案③が最も高く 20 年間で約 150 億円

となっております。最後に 9-5、9-6 ペ

ージをご覧願います。財政計画につい

てでございますが、こちらも分別統一

案 に よ る 場 合 分 け を し て 試 算 し て お

ります。下段のケース１というのは分

別統一案①のことですが、上の表で事

業 費 内 訳 を 下 の 表 に は そ の 額 に 対 す

る財源内訳を記載しております。施設

整 備 費 が 最 も 高 く な る ケ ー ス ３ の 実

質負担額は約 84 億円となります。実

質負担額を算出する場合、計算式とし

ま し て は 施 設 整 備 費 合 計 か ら 交 付 金

お よ び 交 付 税 措 置 額 を 差 し 引 い た 額

となります。  

以上、長くなりましたが、彦根愛知

犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 計

画 案 の 説 明 を 終 わ ら せ て い た だ き ま

す。  

○議長（安澤勝君） これより質疑を

行います。質疑の発言通告書が５名の

方から提出されておりますので、順次

発言を許します。その順位は、 14 番  

杉原祥浩君、17 番  河村善一君、５番  

角井英明君、２番  獅山向洋君、６番  

西澤伸明君の順といたします。なお、

一括質疑、一括答弁ですので質疑は一

括でお願いいたします。杉原議員。  

○ 14 番（杉原祥浩君） それでは、私

の方から 10 月臨時会の議案質疑をい

たします。  

 標題といたしまして、議案第８号彦

根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整 備

基 本 計 画 を 定 め る こ と に つ き 議 決 を

求めることについてということで、要

旨は二つございます。  

一つ目、議案第８号を今臨時会に提

案 さ れ た 理 由 に つ い て 教 え て い た だ

きたい。  

二つ目、新ごみ処理施設建設に係る

今後のスケジュールについて、スケジ

ュールは今ほど説明もありましたが、

もう少し詳しく教えていただきたい。

その二つでございます。  

○議長（安澤勝君）  建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） それ

では、要旨１についてお答えします。
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今回提案する議案につきましては、平

成 30 年８月定例会で可決されました

地方自治法第 96 条第２項の規定によ

る 議 会 の 議 決 す べ き 事 件 に 関 す る 条

例 に 定 め ら れ た 彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新

ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 計 画 を 定 め ま

たは変更することに基づき、新ごみ処

理 施 設 整 備 基 本 計 画 案 を 提 案 さ せ て

いただくものです。当該基本計画案は、

令 和 元 年 ８ 月 定 例 会 で 予 算 を お 認 め

い た だ い た 環 境 影 響 評 価 や 施 設 整 備

基 本 設 計 な ど を 今 後 進 め て い く 上 で

必要となるものであり、基本計画案に

ある位置図や施設配置案、法規制の基

準 な ど を こ の た び 管 理 者 会 の 総 意 で

建 設 候 補 地 に 決 定 し た 彦 根 市 西 清 崎

町 に 係 る 内 容 に し た も の で ご ざ い ま

す。今臨時会に議案第８号  彦根愛知

犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 計

画 を 定 め る こ と に つ き 議 決 を 求 め る

ことについてを提案し、組合議員の皆

様 に ご 承 認 い た だ き 早 期 に 環 境 影 響

評 価 な ど 各 種 調 査 業 務 や 施 設 整 備 基

本 設 計 等 を 西 清 崎 町 で 進 め て ま い り

た い と 考 え て お り ま す の で ご 理 解 願

います。  

 次に、要旨２についてお答えします。

本日、彦根愛知犬上地域新ごみ処理施

設 整 備 基 本 計 画 を お 認 め い た だ け ま

したら、本年８月定例会で予算をお認

め い た だ き ま し た 環 境 影 響 評 価 な ど

の委託業務につきまして、早急に入札

等の準備を進め 12 月上旬には各種業

務に着手していく予定となります。環

境 影 響 評 価 業 務 に は ４ 年 間 の 歳 月 を

要しますが、環境影響評価の結果によ

り 候 補 地 西 清 崎 町 で の 建 設 を 進 め る

こ と が 可 能 で あ る と 認 め ら れ る こ と

で 初 め て 建 設 地 と す る こ と と な る た

め、４年後となる令和 5 年の今くらい

の 時 期 に 速 や か に 用 地 取 得 が で き る

よ う 今 年 度 か ら 用 地 売 買 交 渉 の 準 備

に入ります。また、都市計画決定につ

きましては、建設地としての決定後に

なるものと想定しており、建設地決定

の 時 期 に 合 わ せ て 都 市 計 画 決 定 が さ

れるよう、環境影響評価業務と並行し

て 都 市 計 画 決 定 に 係 る 関 係 機 関 と の

協議も今年度から進めてまいります。

そ の 間 令 和 ２ 年 度 か ら 令 和 ３ 年 度 ま

で の 債 務 負 担 行 為 を お 認 め い た だ き

ました施設整備・造成等基本設計業務

を進め、設計完了は令和３年９月を想

定していることから、成果物となる基

本設計を基に令和３年 12 月頃には敷

地 造 成 の 実 施 設 計 に 着 手 し て ま い り

ます。そして令和４年度には施設整備

事業者選定に係る業務に着手し、事業

者が決まりましたら、令和６年から１

年 か け て 造 成 工 事 を 行 い 造 成 工 事 と

並 行 し て 施 設 建 設 の 実 施 設 計 に 取 り

かかり、令和８年度を目途に施設建設

に着工し、令和 11 年の稼働を予定し

ております。  

○議長（安澤勝君）  杉原議員。  

○ 14 番（杉原祥浩君） ありがとうご

ざいました。それでは、再質疑をいた

します。  
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 まず、一つ目の要旨ですが、議案第

８ 号  彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理

施 設 整 備 基 本 計 画 を 定 め る こ と に つ

き議決を求めることについてが、可決

さ れ れ ば 組 合 議 会 が 西 清 崎 町 を 建 設

候 補 地 と し て 承 認 し た こ と に な る と

考えます。その上で、今回の建設候補

地の再選定には、四つの自治会が手を

挙げられ、等しく土地の所有者の同意

書と印鑑証明書、権利関係者の同意書

等 の 提 出 を 求 め ら れ た と 聞 い て お り

ます。この候補地自治会の提出書類の

取 り ま と め や 公 募 が 始 ま っ た と き か

ら 今 日 に 至 る 長 き に わ た る 様 々 な ご

苦労を察しますと、選ばれなかった三

つ の 自 治 会 に 対 し 何 ら か の 手 立 て が

必要でないかと考えますが、見解をお

伺いいたします。  

○議長（安澤勝君）  建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 今回

の 建 設 候 補 地 再 選 定 に 当 た り ま し て

は、参加いただいた彦根市原町、西清

崎町、下西川町、愛荘町竹原区の四つ

の自治会全てに対し、土地所有者の同

意書と印鑑証明書、権利関係者の同意

書等の提出をお願いいたしました。議

員がご指摘のとおり、提出書類の取り

まとめや関係者との調整など、建設候

補地自治会の皆様には、今日まで多く

の ご 苦 労 が あ っ た と 理 解 し て お り ま

すとともに感謝いたしております。最

終 的 に 選 ば れ な か っ た 自 治 会 に 対 し

て 何 ら か の 手 立 て が 必 要 で は な い か

とのことでございますが、広域行政組

合としてできること、彦根市および愛

荘 町 に お 願 い す る こ と な ど を 整 理 し

管理者会で協議、検討を行ってまいり

た い と 考 え て お り ま す の で ご 理 解 お

願いします。  

○議長（安澤勝君）  杉原議員。  

○ 14 番（杉原祥浩君） ありがとうご

ざいました。私、今回一番心配してい

るのは、そこのところでございまして、

三 つ の 自 治 会 に 対 し ま し て ど う ぞ よ

ろしくお願いしたいと思います。以上、

終わります。  

○議長（安澤勝君） 続いて、17 番  河

村善一君。  

○ 17 番（河村善一君）  17 番河村で

ございます。一括でということでござ

いますので、述べてまいりたいと思い

ます。  

 標題１当初の竹原を辞めて、なぜ彦

根 市 西 清 崎 町 を 最 終 候 補 地 に さ れ た

のか。要旨１としましては、西清崎町

を 最 終 候 補 地 と し て 選 ば れ た 理 由 は

何だったのか。今回の彦根愛知犬上地

域 新 ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 計 画 の は

じ め に の (１ )こ れ ま で の 経 緯 の 中 の

後半で、これらの結果と、平成 29 年

２ 月 時 点 の 候 補 地 選 定 報 告 書 と を 総

合的に評価し、令和元年９月 19 日の

管 理 者 会 に お い て 彦 根 市 西 清 崎 町 を

最 終 候 補 地 と し て 選 定 す る 運 び と な

った。と記載されております。その決

め 手 と な っ た 理 由 は 何 だ っ た の で し

ょうか。納得のいく説明をしていただ

きたいと思います。  
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 要旨２、当初竹原区の人たちに対し、

管 理 者 は 今 ま で 建 設 候 補 地 と し て お

願いをしてこられたが、今回のことを

どう説明され、対処されるのか。平成

29 年６月管理者により、愛荘町竹原区

を建設候補地として選定されました。

平成 31 年２月の組合定例会で建設候

補 地 の 白 紙 撤 回 を 求 め る 決 議 が 可 決

され、平成 31 年４月４日に愛荘町竹

原区が建設候補地から白紙撤回され、

今回の基本計画案が可決されれば、竹

原区は建設候補地でなくなります。竹

原 区 の 住 民 の 熱 い 思 い を も っ て 手 を

挙げられ、新ごみ処理施設の受入れに

前向きにとってこられたと思います。

管 理 者 は 今 ま で 竹 原 区 を 建 設 候 補 地

としてお願いしてこられたことから、

今 回 の こ と を 竹 原 区 に ど う 説 明 さ れ

対 処 さ れ る の か 説 明 責 任 も あ る と 思

う の で す が 管 理 者 の 答 弁 を 求 め た い

と思います。  

 標題２になりますが、建設候補地は

浸水想定区域にある。今回の台風 19

号では、多くの一級河川が決壊し、甚

大な被害をもたらした。盛土による浸

水対策は万全か。要旨１としては、建

設 候 補 地 は 敷 地 の 全 域 が 浸 水 区 域 に

あり、浸水対策は万全かということで

あります。この基本計画案の 4-2 地形、

地質・地盤条件で建設候補地は、敷地

の 全 域 が 浸 水 想 定 区 域 に 指 定 さ れ て

いる。想定浸水深度は全域が２ｍから

５ｍ未満と大きく、敷地造成において

盛 土 に よ る 浸 水 対 策 が 必 要 で あ る と

書いてあります。記載されてあるから、

具体的にどうするとか、その対策の記

載がないわけであります。今後どのよ

うにされるのか、示していただきたい

と思います。  

 要旨２、今回の台風 19 号の雨量は、

年 間 の ３ 割 か ら ４ 割 が １ 日 か ら ２ 日

間で降り、水位も４ｍから５ｍあった

といわれている。今回の台風被害を受

けて、計画の見直しは考えられるのか。

今 日 の 新 聞 の 報 道 に も あ り ま す よ う

に、被害をもたらした台風 19 号の影

響で、 20 日共同通信の集計で死者は

12 都県で 80 名、不明者は 10 名とな

っている。総務省消防庁は、住宅被害

が 10 月時点で 5 万 6,753 棟に達した

と発表。昨年の西日本豪雨の約 5 万

1,000 棟を上回る被害になったと報じ

ています。河川での堤防決壊は、71 河

川 128 か所で起こったと報じていま

す。もし、今回の台風が近畿地方を直

撃 し た ら 甚 大 な 被 害 を も た ら し た と

考えます。同様の台風がきたときの対

策 を 今 後 検 討 す る 必 要 が あ る と 思 わ

れますが、そのことについて管理者の

答弁を求めたいと思います。以上です。 

○議長（安澤勝君）  管理者。  

○管理者（大久保貴君）  私からは、

まず、標題１の要旨の二つの質問にお

答えを申し上げたいと思います。  

 それでは、要旨１についてお答えし

ます。建設候補地の再選定に当たりま

しては、これまで組合議会での議論は

も と よ り 構 成 市 町 議 会 で の 議 論 や 意
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見書でちょうだいしたご意見、各候補

地 周 辺 学 区 の 住 民 の 皆 様 を 対 象 に 開

催 し た 住 民 説 明 会 お よ び 合 同 で 実 施

し た 意 見 交 換 会 や 当 圏 域 で 実 施 し た

住 民 ア ン ケ ー ト で ち ょ う だ い し た ご

意見を検証してまいりました。その結

果、圏域住民の皆様が新ごみ処理施設

整備に対して求めておられること、そ

の 要 件 を 満 た す 候 補 地 こ そ が 実 現 可

能性が最も高い候補地であり、今後、

組 合 議 会 を は じ め 圏 域 住 民 の ご 理 解

と ご 協 力 を お 願 い す る 上 で 不 可 欠 な

要件であると判断いたしました。その

判 断 の も と で 管 理 者 会 に お い て 議 論

を重ね、圏域全体として収集運搬コス

ト、生活環境の保全、生活環境との区

分、利便性といった点を重視するお声

が多いということ、建設用地の購入可

能 性 や 災 害 リ ス ク に 対 す る 技 術 的 な

対応の可能性等を検討した上で、候補

地西清崎町は用地取得費、造成費、道

路 整 備 費 な ど の 初 期 整 備 費 総 額 は 少

し高くなるものの一市四町の 30 年間

で の 収 集 運 搬 コ ス ト が 最 も 安 価 と 見

込まれることから、長期的視野による

ト ー タ ル コ ス ト が 最 も 安 価 と な る と

判断し管理者会の総意として、彦根市

西 清 崎 町 が 最 も 適 し て い る と い う 結

論に至ったものでございますので、ご

理 解 を 賜 り ま す よ う お 願 い い た し ま

す。  

次に、要旨２についてお答えします。

竹原区の皆様におかれましては、平成

29 年６月に建設候補地を竹原区 １か

所に決定して以降、今日に至るまで新

ご み 処 理 施 設 整 備 に 対 し て 多 大 な る

ご 理 解 と ご 協 力 を 賜 っ て ま い り ま し

た。そのことに対し、この場をお借り

して改めてお礼申し上げます。管理者

会 と し て 最 終 候 補 地 を 彦 根 市 西 清 崎

町に決定しましたことについて、竹原

区 の 皆 様 の こ れ ま で の ご 苦 労 を 考 え

ますと、私としては言葉も見つからず

申し訳ない気持ちでございます。しか

しながら、当圏域住民の悲願である広

域 新 ご み 処 理 施 設 建 設 を 実 現 さ せ る

ため、議論に議論を重ねてまいりまし

た決定でございます。広域行政組合の

管 理 者 と し て 改 め て 竹 原 区 へ お 伺 い

し、今回の決定に至った経緯について

丁 寧 に ご 説 明 申 し 上 げ た い と 考 え て

お り ま す の で ご 理 解 を 賜 り ま す よ う

お願いいたします。  

○議長（安澤勝君）  建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） それ

では、標題２の要旨１についてお答え

します。滋賀県防災情報マップでは、

候 補 地 西 清 崎 町 の 一 帯 は 浸 水 想 定 区

域に指定されており、その浸水想定深

度 は お お む ね ２ ｍ 未 満 の 地 域 と な り

ま す が 候 補 地 敷 地 の 一 部 に ２ ｍ か ら

５ ｍ 未 満 と な る エ リ ア が 存 在 す る こ

とから、彦根愛知犬上地域ごみ処理施

設 建 設 候 補 地 選 定 委 員 会 で は 候 補 地

西 清 崎 町 の 全 域 を ２ ｍ か ら ５ ｍ 未 満

の 浸 水 想 定 区 域 と し て 評 価 さ れ て い

ます。しかしながら、この一部エリア

については、周辺と比較すると地表レ
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ベ ル が 若 干 低 く な っ て い る 程 度 で あ

り、選定委員会から提案いただいた彦

根 愛 知 犬 上 地 域 ご み 処 理 施 設 建 設 候

補地選定結果報告書では、２ｍの盛土

に よ り 浸 水 対 策 が 可 能 と さ れ て お り

ます。また、施設整備基本計画案では、

盛 土 に よ る 浸 水 対 策 の ほ か 熱 回 収 施

設 棟 の プ ラ ッ ト ホ ー ム を ２ 階 と す る

など、万一の浸水に備えた対策を計画

しております。  

 次に、要旨２についてお答えします。

先 ほ ど も 申 し ま し た と お り 建 設 候 補

地選定結果報告書では、浸水対策とし

て ２ ｍ の 盛 土 と す る こ と で 造 成 費 を

試算されておりますが、本計画では候

補地西清崎町の想定浸水深度を 2ｍか

ら 5ｍ未満とし敷地造成において盛土

に よ る 浸 水 対 策 が 必 要 で あ る と い う

表現にとどめ、今後、地形測量の結果

を も と に 各 関 係 者 と の 協 議 を 経 て 盛

土 の 高 さ を 決 定 し て い く こ と を 想 定

しております。よって、今回の台風 19

号 に よ る 全 国 の 被 害 状 況 か ら 滋 賀 県

が 防 災 情 報 マ ッ プ に お け る 西 清 崎 エ

リ ア の 浸 水 想 定 深 度 を 変 更 さ れ る よ

うな場合は、盛土の高さを見直す必要

が生じる可能性はあります。現状にお

きましては、浸水想定区域であるから

こそ、万一の浸水に備えた自主避難所

と し て も 寄 与 で き る 施 設 に し て ま い

りたいと考えておりますので、ご理解

賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い い た し

ます。  

○議長（安澤勝君）  河村議員。  

○ 17 番（河村善一君） 再質疑したい

と思います。管理者から災害リスクの

話をされました。また、最後に避難場

所としての話もありました。自主避難

所 と し て 考 え ら れ る と い う 答 弁 が あ

りましたけど、ここが避難所となり得

るような場所として、考えておかなけ

れば百億、二百億かかるので、災害を

受 け る と 大 変 な こ と に な る と 思 い ま

す。今、想定していることが起こり得

ているわけですよね。だから、国交省

の 河 川 で も 十 分 な 対 策 を さ れ て も 決

壊しているわけですから、やはり万全

を 期 し た 十 分 な 対 策 を と る べ き で は

な い か と い う 見 解 を 求 め て お き た い

と思います。  

○議長（安澤勝君）  建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 議員

がご指摘いただきましたとおり、自主

避 難 所 と し て 安 心 し て 皆 様 に 避 難 い

た だ け る 施 設 に し て ま い り た い と 考

えています。今後、リスクマネジメン

ト に つ い て 関 係 機 関 と 協 議 し な が ら

進 め た い と 思 い ま す の で ご 理 解 よ ろ

しくお願いいたします。  

○議長（安澤勝君） 続いて、５番  角

井英明君。  

○５番（角井英明君）  標題１です。

管理者による 10 月７日の全員協議会

の説明では、西清崎町に決めた理由は、

収集やコストの面で最適なこと、人口

が 多 い 彦 根 市 で あ る こ と だ っ た と 思

います。他の候補地と比較して説明し

ていただけると、より分かりやすいか
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なと思いました。各議員へ原町の自治

会 か ら 送 ら れ て き た 文 書 を 見 て み る

と、こんな疑問が出されていました。

前回、下西川町が順番が１位だったの

に そ れ が 取 り 下 げ ら れ て 竹 原 町 に な

ったと聞いてるのですけど、その理由

と し て 農 業 振 興 地 だ っ た の に 原 町 の

文書では、西清崎も農業振興地なのに

おかしくないのかと。これを読ませて

も ら い な る ほ ど と 納 得 し た の で す け

ど、そのことについての説明を求めた

いと思います。もう一つは、荒神山に

は い ろ ん な 遺 跡 も あ り 山 自 体 が 由 緒

あ る 場 所 で あ っ て 神 の 山 と い っ て い

い場所。そういう場所に建てることに

ついてどうなのか。場所は反対側なの

ですけど、毎日のようにウォークラリ

ー を す る 人 と か 地 域 の 住 民 に 愛 さ れ

て い る と こ に 建 て る こ と に つ い て の

見 解 と 山 の 向 こ う に は 何 十 年 も 頑 張

ってこられた梨園がありますので、影

響はどうなのか、そのことについてお

伺いします。  

 二つ目ですけど、地球規模で解決が

必要になっている地球温暖化問題、廃

プ ラ ス チ ッ ク の 問 題 な ど も 視 野 に 入

れた説明が必要だと思います。1999 年

か ら 始 ま っ た 広 域 化 で の ご み 処 理 場

の建設計画。それから 20 年が経過し

てごみ問題は、基本計画案のはじめに

にあるように、経済面、効率面での最

適 化 だ け で は 立 ち 行 か な く な っ て い

ると思います。住民が自分のこととし

て 考 え る た め に 地 球 温 暖 化 等 に 触 れ

た説明が必要だと思います。基本計画

案 2-13 ページの⑦容器包装プラスチ

ックおよび白色トレイのところで、一

市 四 町 で は 分 別 方 式 が 違 う の で 新 施

設 で は 二 通 り の 方 式 を 想 定 す る と 先

ほども説明がありましたが、これほど

地 球 温 暖 化 が 問 題 に な っ て き て い る

のですから彦根市が行っている分別、

資 源 化 を 続 け る こ と が 温 暖 化 防 止 に

つ な が る と い う ふ う に 思 う の で す け

ど、もし (１ )燃やすごみに含めるを選

択するのであれば、広域化のマイナス

面 な の か な と 思 い ま す の で 見 解 を 求

めます。それと、新施設稼働開始後も

分別資源化を行うかどうかは、現時点

では未定であるとありますが、どうし

て現時点では決められないのか。先ほ

ど、違うから来年話し合いをして決め

ると言われたのですが、どうして決め

られないのかなと思います。もう一つ

基本計画案 2-22 ページ (４ )資源ごみ

には、容器包装プラスチックおよび廃

食 用 油 は 新 施 設 に お い て は 焼 却 時 の

余 熱 を 高 効 率 で 回 収 す る こ と が 可 能

となるとともに、排ガス処理設備での

高 効 率 な 有 害 物 質 除 去 が 可 能 と な る

ことから、分別統一案①、案②では可

燃ごみとして処理することとする、た

だし、分別統一案③では資源ごみに含

むこととすると書かれています。この

書きぶりからすると、可燃物として処

理 す る 方 向 だ と 受 け 止 め ら れ る の で

すけど、見解を求めます。もしそうな

ら、住民と一緒に容器包装プラスチッ
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クを彦根市で資源化している努力が、

燃 や せ ば い い と い う 意 識 に 後 退 し て

しまうおそれがあると思うのですが、

見解を求めます。  

○議長（安澤勝君） 角井議員に申し

上げます。ただ今のご発言の中で、発

言通告にない部分もございますので、

そ の 部 分 は 割 愛 し て 答 弁 を お 願 い し

たいと思いますので、ご了解をお願い

したいと思います。  

 それでは、答弁の方をお願いいたし

ます。建設推進室長。  

○建設推進室長（杉山暢基君） それ

では、標題１の要旨についてお答えし

ます。西清崎町の候補地が農業振興地

域に指定されていることについては、

基本計画案 4-7 ページでご説明させ

ていただいております。また、候補地

は、国定公園であり遺跡もある荒神山

のふもとであることについては、遺跡

や国定公園への影響の少ない整備を、

関 係 機 関 と の 連 携 や 住 民 の 皆 様 の ご

意 見 を ち ょ う だ い し な が ら 進 め て い

くとともに、基本計画案 1-2 ページの

理 念 ２ の 基 本 方 針 に あ る 周 辺 環 境 と

の 調 和 を 図 り 建 物 の デ ザ イ ン や 色 彩

は、景観に十分に配慮したものとする

に 基 づ き 施 設 の 設 計 を 進 め て い く 予

定ですので、ご理解いただきますよう

お願いします。  

 それでは、標題２の要旨についてお

答えします。基本計画案 1-2 ページの

理念３の資源循環・エネルギーの回収

に 優 れ た 循 環 型 社 会 基 盤 施 設 に お い

て、各家庭から出たごみで再資源化が

可 能 な ご み の リ サ イ ク ル を 行 う こ と

や、ごみの焼却によって発生する熱の

エ ネ ル ギ ー を 利 用 し て 発 電 な ど を 行

い、エネルギーとしてのリサイクルを

積極的に行うこと、また、施設の省エ

ネ 化 や 太 陽 光 な ど 自 然 エ ネ ル ギ ー も

導 入 し た 環 境 に や さ し い 施 設 と す る

こと、ごみの減量や地球温暖化防止な

どの環境問題について、住民のご理解

を 深 め て い た だ く た め の 啓 発 拠 点 施

設 と す る こ と な ど を 方 針 と し て 定 め

ております。この理念に基づき施設整

備 を 進 め て い く こ と と な り ま す の で

ご 理 解 を 賜 り ま す よ う お 願 い い た し

ます。また、廃プラスチック問題につ

いてですが、我が国においては、国内

で 発 生 し た 廃 プ ラ ス チ ッ ク の 大 部 分

を ア ジ ア 諸 国 へ 輸 出 す る こ と で 処 理

されてきましたが、近年のアジア諸国

に お け る 輸 入 規 制 に よ り 行 き 場 を 失

いつつあります。このことから国内で

の 廃 プ ラ ス チ ッ ク の 処 理 量 は 増 え つ

つありますが、新たな輸出先を探すと

い う 視 点 だ け で は 対 応 が 困 難 に な る

ことが予想され、今後、国内における

廃 プ ラ ス チ ッ ク 排 出 量 の 削 減 や 代 替

品 の 開 発 が 求 め ら れ る こ と と な り ま

す。こういった背景からも、各市町で

来 年 度 中 に 策 定 が 予 定 さ れ て い る 一

般廃棄物処理基本計画においては、容

器 包 装 プ ラ ス チ ッ ク な ど 廃 プ ラ ス チ

ック類の処理について環境面、経済面

や効率性を十分ご検討いただき、新ご
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み 処 理 施 設 稼 働 後 の 処 理 方 法 が 定 め

られることとなり、新ごみ処理施設に

お け る 熱 回 収 施 設 お よ び リ サ イ ク ル

施設は、各市町の基本計画に沿った処

理方式となってまいりますので、ご理

解 い た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま

す。  

○議長（安澤勝君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 答弁なんです

けど、廃プラスチックが海外に輸出で

き な く な っ て 国 内 で 処 分 し な い と い

けないということは、今の時点で燃や

す か 再 資 源 化 す る か 決 ま っ て い な い

ですけど、ひょっとしたら燃やすとい

う方向もあり得るわけですよね。さっ

き言われたが、基本計画があって来年

ど っ ち に す る か と い う の を 行 政 組 合

でも考えるということですか。  

○議長（安澤勝君）  建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 現在、

彦 根 市 で は 容 器 包 装 プ ラ ス チ ッ ク を

資 源 と し て 分 別 回 収 し て お ら れ ま す

けど、海洋プラスチック問題であった

り と い っ た 廃 プ ラ ス チ ッ ク は 処 理 方

式 を 今 後 ど う す る の か 議 論 し て い く

ことになると思います。各市町におき

まして、彦根市の場合ですと、ごみの

減量、資源化等の審議会がございまし

て 住 民 様 も 含 め た 審 議 会 と な っ て お

りますので、そういった中で彦根市と

し て 容 器 包 装 プ ラ ス チ ッ ク を 今 後 燃

やすのか、分別するのかを決定されて

いくことになりまして、四町におかれ

ましても、燃やすごみとして一旦集め

られまして、それを固形燃料化されて

ま す け ど そ う し た 形 の 収 集 を 続 け ら

れるのか、今後各市町で基本計画を定

め る 中 で 決 め て い た だ く こ と に な り

ますので、それに沿った処理方式を広

域 で も 採 用 し て い く こ と に な り ま す

ので、統一が来年度に諮られるという

ことになります。  

○議長（安澤勝君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 今、彦根市が

されてる再資源化それが、当たり前に

な る よ う な 方 法 で 協 議 を し て ほ し い

ということで質問を終わります。  

○議長（安澤勝君） 本日の会議は議

事の都合により、あらかじめこれを延

長します。  

２番  獅山議員。  

○２番（獅山向洋君） それでは、彦

根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整 備

基本計画案について質疑を行います。

要旨がいくつかございます。順次、質

問いたします。  

 まず、基本計画案のはじめにについ

てでございます。基本計画案のはじめ

ににおいて、彦根愛知犬上広域行政組

合を構成する彦根市、愛荘町、豊郷町、

甲 良 町 お よ び 多 賀 町 の 圏 域 内 に お け

る可燃ごみ処理施設は、彦根市清掃セ

ンター（昭和 52 年稼働）と彦根市以

外 の 四 町 が 利 用 す る リ バ ー ス セ ン タ

ー (平成９年稼働）の２施設であるが、

い ず れ も 経 年 使 用 に よ る 施 設 の 老 朽

化が進んでいることから、新しいごみ

処 理 施 設 の 建 設 が 喫 緊 の 課 題 と な っ
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ていると述べているが、彦根市清掃セ

ンターについては 18 年前の平成 13 年

に ダ イ オ キ シ ン 対 策 工 事 な ど 大 改 修

を行っており、また、リバースセンタ

ーは稼働してようやく 22 年が経過し

た程度である。このような経過年数で

あ る の に 施 設 の 老 朽 化 を 理 由 に 新 し

い ご み 処 理 施 設 の 建 設 が 喫 緊 の 課 題

と表現するのは、基本計画案として誤

りではないかと思っております。これ

についてのご見解を伺います。  

 また、令和元年９月 19 日の管理者

会 に お い て 彦 根 市 西 清 崎 町 を 最 終 候

補 地 と し て 選 定 す る 運 び と な っ た と

述べ、以後、基本計画案において、頻

繁 に 彦 根 市 西 清 崎 町 と の 名 称 を 使 用

しているが、彦根市内に西清崎町とい

う 町 名 が 存 在 し な い こ と は 明 白 で あ

ります。このように市内に存在しない

町 名 を 使 用 す る こ と は 基 本 計 画 案 と

して誤りであると考えるが、見解を述

べていただきたいと思います。  

 要旨２に移ります。施設の理念・基

本方針についてでございますが、基本

計画案の 1-3 ページに理念５として

災害に強い施設とありますが、これに

は東日本大震災の経験に踏まえ、今後、

鈴鹿西縁断層帯を震源とする地震等、

震 災 を は じ め と す る 災 害 に 対 す る 対

応策を予め準備しておく必要がある。

あるいは、地震や水害により稼動不能

とならぬよう、耐震化や燃料・資機材

等 の 備 蓄 を 考 慮 し た 災 害 に 強 い 施 設

と す る と 災 害 に 対 す る 対 応 策 ば か り

述べているが、ごみ処理施設そのもの

が 災 害 に 強 く な け れ ば 理 念 と し て 欠

陥ではないか。そういう意味で新施設

の理念として、浸水災害、土砂災害、

軟 弱 地 盤 な ど の 災 害 に 対 し 強 い 立 地

条 件 の 選 択 を ト ッ プ に 持 っ て く る べ

きではないかと考えます。そういう観

点から、私はこの理念については欠陥

が あ る と 思 っ て お り ま す の で 見 解 を

述べていただきたいと思います。  

次に、内閣府は 2018 年２月９日、

南海トラフ巨大地震が 30 年以内に発

生する確率を 70％から 80％に引上げ

たと発表しました。なぜ、これほど確

率 が 高 く な っ て い る 巨 大 地 震 に つ い

て言及しないのか。理由を述べていた

だきたいと思います。これは、後ほど

も申しますが、鈴鹿西縁だけでなく巨

大 地 震 は 液 状 化 に も 非 常 に 関 係 し て

きます。なぜ、これほど確率の高い地

震について言及していないのか。これ

は大変疑問がある点でございます。  

次 に 要 旨 ３ 計 画 条 件 の 整 理 に つ い

て移ります。基本計画案の 2-1 ページ、

施設供用開始予定年度において、本組

合では、彦根市・愛荘町・豊郷町・甲

良町・多賀町地域循環型社会形成推進

地域計画 (平成 28 年 12 月１日変更 )

において、新施設の設計建設に係る事

業期間を平成 34 年度から平成 38 年

度とし、新ごみ処理施設供用開始年度

を平成 39 年度としています。本計画

案においても、新施設供用開始年度を

平成 39 年度とすると述べています。



 

22 

 

しかしながら、他の文章を引用する場

合には、平成 39 年度などと記載する

ことは許されると思いますけど、令和

元 年 臨 時 会 に お け る 議 案 の 本 文 と し

て、新施設供用開始年度を平成 39 年

度 と 記 載 す る こ と は 明 ら か な 年 号 使

用の誤りではないでしょうか。この問

題 は 基 本 計 画 案 全 体 に わ た り 指 摘 し

ておきたいのですが、まず、年号使用

の 誤 り を 認 め る か ど う か 答 弁 し て い

ただきたいと思います。私は、率直に

こ の 臨 時 会 ま で に 少 な く と も 正 誤 表

ぐ ら い は 準 備 を し て 我 々 に 示 さ れ 普

通なら議員の承認もいるのですけど、

そ う い う こ と を お や り に な る か と 思

っ た の で す が 全 然 こ う い う 指 摘 を し

て も 年 号 の 誤 り を 直 さ れ な い と い う

こ と に 大 き な 問 題 が あ る か と 思 い ま

す。我々は令和の年代に生きているの

に こ ん な 議 案 を 提 出 さ れ る こ と 自 体

非常に問題だと思っております。それ

から、もう一つは、１ページに令和元

年９月 19 日の管理者会において彦根

市 西 清 崎 町 を 最 終 候 補 地 と し て 選 定

することになったと、はっきり令和と

年号を使っているわけです。もう一つ

参照していただきたいのですが、4-13

ページの (４ )排水においては、今後令

和 12 年度を目途にと令和の年号を使

用 し て い な が ら 平 成 と い う 年 号 を ま

だ使っていると。年号の統一性がない

ことを指摘しておきたいので、これは

非 常 に 重 要 な こ と な の で き っ ち り と

答弁していただきたいと思います。  

次に、お尋ねしておきたいのは、令

和 と い う 年 号 を 使 用 す べ き で あ る こ

と は 議 案 と し て 極 め て 初 歩 的 な こ と

なんです。ですから、管理者・副管理

者・事務局は、この議案を決裁し提案

す る と き 本 当 に 皆 さ ん 基 本 構 想 を き

ちっと読んだのか、それについて大き

な疑問を抱かざるを得ません。こんな

の 読 ん だ ら す ぐ に お か し い の に 気 が

付くはずなんです。年号に何ら疑問を

抱かなかったのか、これについて管理

者 あ る い は 事 務 局 の 方 に 答 弁 を し て

いただきたいと思います。  

 次に、基本計画案の 2-53 ページ、

こ こ に 炉 数 に つ い て 書 い て あ る の で

す が こ こ に 非 常 に 疑 問 を も っ て お り

ます。どうか、皆さんにおかれまして

は、よく考えていただきたいと思いま

す。炉数については、経済性、周辺環

境 と の 調 和 と い う 観 点 か ら ２ 炉 と す

ると判断しているわけです。それに対

して、もう一つのファクターとして、

安 定 性 と 将 来 の ご み 量 減 少 へ の 対 応

と書かれているわけです。なぜ、安定

性 と 将 来 の ご み 量 減 少 を 重 視 し な い

のか。これこそ、将来非常に重要な問

題なんです。特に基本計画案の 1-2 ペ

ー ジ に 新 施 設 の 理 念 １ で は 施 設 の 安

定性を重視し、と書いてあるのです。

安 定 性 を 備 え た 技 術 導 入 を 基 本 方 針

として設定といっているわけです。だ

から、この安定性を無視したような２

炉という考え方は、理念１の方針に反

しているのではないでしょうか。どこ
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に も 経 済 性 と か そ う い う こ と が 書 い

ていないのですよ。そういう意味で、

安 定 性 の 方 針 に 反 し て い る と 考 え ま

す。併せて、現在の彦根市清掃センタ

ー は 何 炉 の シ ス テ ム で あ る の か 答 弁

していただきたいと思います。  

 次に、現在の候補地において２炉と

３ 炉 で は ど れ だ け 景 観 の 調 和 に 差 が

あると考えているのですか。景観の調

和 で 点 数 が ず い ぶ ん 差 が つ い て い る

のです。そういう観点で、荒神山と宇

曽 川 の 間 の 農 地 に お い て 景 観 の 調 和

にどれだけの差があるのか、それをき

ち っ と お 答 え い た だ き た い と 思 い ま

す。もう一点、３炉と２炉とでは建設

費 お よ び 維 持 管 理 費 に つ い て ど れ だ

け差がでてくるのか。資料に基づいて

金額を具体的に示していただきたい。

なぜ、私がこういう質問をするかとい

うと、２炉と３炉で２炉という決定を

してしまって、２炉という前提で各企

業 に ど れ く ら い か か る か と い う 質 問

をしているわけです。本当は、２炉と

３炉でどれだけ、建設費と維持管理で

差 が 出 て く る か を 明 確 に す べ き じ ゃ

ないんですか。そういう観点から、是

非 と も ど れ だ け の 差 が 出 て く る の か

説明していただきたいと思います。  

 次は、基本計画案の 2-64 ページに

施 設 整 備 基 本 構 想 に お け る 施 設 規 模

か ら 変 更 と な っ た 理 由 と い う 部 分 に

ついて、施設規模の変更理由は以下の

とおりと書いてあって、①基本構想時

の新施設稼働予定年度は平成 26 年度

であったが、本計画では平成 39 年度

に変更となった。②基本構想時のごみ

将来排出量推計値は平成 13 年度から

平成 17 年度の実績値を基に算出して

いるが、本計画では平成 24 年度から

平成 28 年度の実績を基に算出してい

ると述べられている。つまり、平成 26

年度稼働予定のときには平成 13 年度

から平成 17 年度の実績値に基づいて

いるのに対し、平成 39 年度稼働予定

のときには平成 24 年度から平成 28 年

度 の 実 績 を 基 に 算 出 し て い る わ け で

す。そういう意味では、今回の実績に

ついては、２年も古い実績値に基づい

て、ごみ排出量を推計しているわけで

す。このように、古い実績値に基づく

将来推計は、相対的に信頼性がないと

いうことは、誰が考えても明らかなこ

とで、そういう意味で平成 26 年度稼

働 予 定 の 場 合 に 倣 っ て 実 績 値 を 平 成

26 年度から平成 30 年度に変更すべき

であると考えるわけです。これは、単

に 年 度 の 実 績 値 が 変 わ る だ け で は な

いんです。この実績値を基に、ごみの

将 来 排 出 量 を 推 計 し て そ れ に よ っ て

施 設 の 規 模 が 決 ま っ て く る わ け で あ

って大変大きな問題なんです。そうい

う観点で、なぜ古いやつを実績値にし

た の か を 答 え て い た だ き た い と 思 い

ます。  

 もう一つ聞いておきたいことは、こ

う い う 施 設 規 模 算 定 基 準 年 度 に つ い

ては、採用すべき実績値の時期とか期

間 に つ い て 国 は 基 準 を 示 し て い る の
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ではないかと思うのですが、それにつ

いてお答えいただきたいと思います。 

 次に要旨４ですが、処理方式の検討

についてでございます。基本計画案の

3-11、12 ページの処理方式の比較にお

いて、理念４経済性に優れた施設の欄

には、ストーカ式焼却方式については

施 設 整 備 費 な ど の 金 額 が 記 載 さ れ て

いるが、流動床式焼却方式・シャフト

式ガス化溶融方式・流動床式ガス化溶

融 方 式 に つ い て は メ ー カ ヒ ア リ ン グ

に て 回 答 が 得 ら れ な か っ た と の 記 載

が あ る の み で 施 設 整 備 費 な ど 総 費 用

に つ い て は 全 く 記 載 が さ れ て お り ま

せん。総費用が示されていないような

処 理 方 式 の 比 較 が 本 当 に 比 較 と い え

るかどうか。私は、費用が明確でない

ようなものは、比較になるとは到底思

えません。ストーカ式焼却方式を採用

す る と の 結 論 そ の も の の 正 当 性 に 強

い疑問が生じます。ストーカ式につい

ては、８者も回答してきているのです。

それなのに、他の３方式については、

ゼロなんてことはあるんでしょうか。

私は、最初からストーカ式に決めてい

て、ストーカ式が答えやすい設問ばか

り を し て い た の じ ゃ な い か な と い う

邪推をしているんです。そういう意味

で、回答が得られなかったという経緯

お よ び 理 由 に つ い て 詳 細 に 答 弁 し て

いただきたいと思います。  

 次 に 要 旨 ５ 基 本 条 件 の 整 理 に つ い

てです。基本計画案の 4-2 ページに地

形、地質・地盤条件の地形条件におい

て建設候補地は、敷地の全域が浸水想

定区域に指定されている。想定浸水深

度 は 全 域 が ２ ｍ か ら ５ ｍ 未 満 と 大 き

く、敷地造成において盛土による浸水

対策が必要である。と述べています。

それでは、建設候補地に何メートルの

盛土をするのか、どこから盛土を調達

するのか、盛土の土量、立米数、立米

単 価 お よ び 盛 土 の 総 費 用 を 答 弁 さ れ

たい。この点については、私ら議員に

対しては、何らかの資料をいただいて

いるわけですけど、これは非常に重要

な問題であって、きちっと会議録とし

て残しておきたいと思いますので、そ

ういう観点から質問するわけです。詳

細に答えていただきたいと思います。 

 次に 4-2 ページの敷地の北西側の

６分の１程度が土砂災害危険個所 (土

石流危険渓流 )に指定されています。

指 定 箇 所 を 避 け た 施 設 配 置 が 可 能 で

あり、影響は軽微と考えられると述べ

ているわけです。ところが、基本計画

案の 8-3 ページをご覧いただきたい

のですけども、ここには、施設配置・

動線計画が書かれているわけです。こ

この施設全体配置案①では、敷地北西

側 の 山 地 の 土 砂 崩 れ の お そ れ に 対 し

ては、熱回収施設が影響を受ける可能

性があると述べています。これが影響

軽微と言えるのでしょうか。明らかに

矛盾しているんです。熱回収施設が影

響 を 受 け る 可 能 性 が あ る と は っ き り

と書いてあるのです。これについての

ご見解を伺いたいと思います。  
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 さらに、4-2 ページの図面では建設

候 補 地 の 東 北 側 に も 急 傾 斜 地 崩 壊 危

険個所が存在しております。これにつ

いては、何ら危険性や対策について言

及していません。敷地にかからなけれ

ば 良 し と す る 安 易 な 考 え 方 で は な い

でしょうか。まさに、河村議員もご指

摘になっているのにですね、台風 19

号では、図面だけで物事が揺るがない

ということは、はっきりと我々に如実

に示してもらったわけなんです。だか

ら、こういう渓流になるような場所や、

敷 地 に か か ら な い か ら い い と い う よ

うな考え方は、誤りになるという考え

はお持ちにならないのか。その点につ

いてお伺いしたいと思います。  

 次に、この図面には至近距離に神社

が２社あることが示されています。ま

た、荒神山一帯には神社仏閣が多数存

在し、山頂には県下第２位の規模を誇

る古墳が存在するわけです。荒神山は、

信 仰 と 遺 跡 の 聖 な る 山 で あ る と 私 は

思います。管理者および管理者会はこ

の よ う な 荒 神 山 の 特 性 を 配 慮 し て 建

設 候 補 地 と し て 決 定 さ れ た の か ど う

か、明確に答えていただきたいと思い

ます。  

 次に基本計画案 4-3 ページに移り

ます。ここには、地質・地盤条件とい

う項がございまして、建設候補地は、

敷 地 の 北 西 側 の ご く 一 部 を 除 く ほ と

んどが沖積層であり、厚さは 10ｍから

15ｍと推定される。軟弱地盤ではある

が、軟弱地盤対策により支持力の確保

は可能であると述べております。ここ

で、厚さを 10ｍから 15ｍと推定した

根拠は何でしょうか。これは、しっか

りと説明されておかないと、後々大変

なことになるということです。それと、

荒 神 山 の 候 補 地 付 近 の 傾 斜 度 を 考 え

れ ば 宇 曽 川 ま で 傾 斜 し て い る わ け で

す。そういう観点から考えれば、沖積

層 が 斜 面 と な っ て 堆 積 し 支 持 基 盤 の

確 保 が 困 難 で あ る と 推 定 す べ き で は

ないでしょうか。また、令和元年９月

20 日付けの施設建設費以外の整備に

係る算定根拠資料において、地盤の沈

下 お よ び 液 状 化 に 対 す る 具 体 的 な 軟

弱 地 盤 対 策 に つ い て も 会 議 録 と し て

残しておいていただきたいので、敷地

の 沈 下 や 軟 弱 地 盤 対 策 を き ち っ と 説

明 し て そ れ に 対 し て ど の 程 度 防 げ る

のか、軟弱地盤対策に要する総費用は

ど れ く ら い か に つ い て 説 明 し て い た

だきたいと思います。  

 次に基本計画案の 4-14 ページ、ご

み 搬 入 出 車 両 の 通 行 ル ー ト 条 件 と い

う項目がございます。ここでは、新施

設 へ の ご み 搬 入 出 車 両 の 通 行 ル ー ト

は、建設候補地付近まで県道２号を通

行 す る が 県 道 ２ 号 か ら 建 設 候 補 地 ま

での具体的なアクセスルートは、今後

検討すると述べているが、これは先ほ

ども答弁されていましたけど、組合が

主催した意見交換会、議員に対する現

地 説 明 会 で は 県 道 ２ 号 か ら 建 設 候 補

地 へ 道 路 を 新 設 し 安 食 川 お よ び 宇 曽

川に新しく架橋すると説明。さらに議
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員 に 配 布 し た 建 設 費 以 外 の 整 備 費 の

建 設 候 補 地 に 関 す る 架 橋 費 を 含 む 道

路整備費 8 億 1,000 万円と矛盾する

んです。橋を架けるといっておきなが

ら、今回の基本計画案では、アクセス

ル ー ト は 今 後 検 討 す る と 言 っ て い ま

す。これは、どういうことか、しっか

りと説明いただきたいと思います。も

う一つ、議員はもとより地域住民に対

し 橋 を 架 け る と 説 明 さ れ て き た わ け

です。これについて、方針変更をして

い る の に 何 ら 説 明 し な い 理 由 を 説 明

していただきたいと思います。  

 次に、道路整備および架橋が必要と

なる場合、その費用は彦根市が負担す

る の か 広 域 行 政 組 合 が 負 担 す る の か

明らかにしていただかないと、大変な

問題になるわけです。なぜなら、彦根

市が負担するならば、彦根市の議員も

黙っていませんよ。広域行政組合で決

めた場所なのに、なんで、橋を架ける

費用を負担しないといけないのか。逆

に 言 え ば 彦 根 市 以 外 の 町 の 皆 さ ん だ

っ て 自 分 達 が 負 担 す る の で あ れ ば 彦

根 市 の 橋 な の に な ぜ 町 が 負 担 し な い

といけないのか、こういう問題になる

わけです。これは基本計画案で明確に

しておいてもらわないと、彦根市と町

の議員も迷ってしまうと思います。そ

の 点 を 明 確 に し て い た だ き た い と 思

います。  

 最後の要旨６に移ります。広域行政

組 合 の 議 会 運 営 に つ い て お 伺 い し た

いのですが、議会の運営は彦根市議会

の 運 営 方 式 に 従 っ て と 聞 い て い る の

ですが、今回、議会開催前に議案説明

の た め の 全 員 協 議 会 が 開 催 さ れ 議 案

の説明後、議案が配布されたんです。

議 案 を 議 員 全 員 が 受 取 っ て い る の で

すから、この議案を検討なり吟味しな

いといけないわけで、議案が一般に公

開 さ れ る の が 当 然 の こ と で ご ざ い ま

す。ところが今回の全員協議会におい

ては、管理者の要請だったと思うので

すが、全員協議会後も臨時会当日まで

かん口令でだまっておいてくれと、異

例の措置がとられたわけです。このよ

うな異例の措置は基本計画案 1-2 ペ

ー ジ の 情 報 公 開 を 積 極 的 に 行 う と の

基 本 方 針 に 反 す る の で は な い で し ょ

うか。地域住民も関心をもっているわ

けです。メディアも非常に関心をもっ

ていたわけなんです。なぜ、このよう

な 措 置 を 行 っ た か に つ い て 管 理 者 と

して、説明していただきたいと思いま

す。また、彦根市議会の会派において

は 会 派 選 出 の 広 域 行 政 組 合 議 員 が 非

選 出 の 会 派 議 員 と 議 案 に つ い て 協 議

さえできなかったようである。私も会

派に属さない議員ですけど、こちらに

選 出 さ れ て い な い 議 員 の 方 々 に ご 意

見を伺いたかったのですけど、結局こ

れについて、意見を聞くことができな

かった。このようなことが、広域行政

組 合 で 常 態 化 す る の は と ん で も な い

ことなので、管理者としてどのように

考 え て い る の か 答 弁 し て い た だ き た

いと思います。  
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 以上、大変多岐にわたりましたけど

も、質問は以上でございます。  

○議長（安澤勝君） 暫時休憩いたし

ます。  

 

〔午後 5 時 22 分休憩〕  

 

〔午後 5 時 35 分再開〕  

 

○議長（安澤勝君） 休憩前に引き続

き会議を開きます。  

 事務局の答弁を求めます。建設推進

室長。  

○建設推進室長（杉山暢基君） それ

では、要旨１の①についてお答えいた

します。議員ご指摘のとおり、彦根市

清掃センターにおきましては、平成 13

年 に 実 施 し た ダ イ オ キ シ ン 対 策 工 事

から 18 年、リバースセンターは平成

９年の竣工から 22 年が経過しており

ます。通常、可燃ごみ処理施設は 20 年

を期に大規模改修を行い、延命化対策

を実施する必要がございますが、当圏

域におきましては平成 20 年度に湖東

地 域 広 域 ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 構 想

を策定し、経済面、効率面での最適化

を 実 現 す る 方 策 と し て 広 域 的 な ご み

処理体制の構築を目指し、平成 13 年

度のダイオキシン対策工事から 20 年

程 度 と な る 頃 合 い を 目 途 に 新 ご み 処

理 施 設 の 整 備 に 取 り 組 ん で き た と こ

ろでございます。両施設ともに過酷な

環境・使用状況であることから、通常

よりも老朽化が早く進んでおり、修繕

費が増大しております。本来であれば

予 防 保 全 的 に 修 繕 を 行 っ て い か な け

ればなりませんが、特に緊急性を要す

る 設 備 の 修 繕 の み を 行 っ て い る 現 状

で あ り 新 し い ご み 処 理 施 設 の 建 設 が

喫 緊 の 課 題 で あ る こ と は 間 違 い な い

と考えておりますので、ご理解を賜り

ますようお願いいたします。  

続いて、要旨１の②についてお答え

いたします。議員ご指摘のとおり建設

候 補 地 は 正 式 に は 彦 根 市 清 崎 町 地 先

となりますが、ご承知のとおり清崎町

には西清崎町自治会の他、東清崎町自

治会、清崎ニュータウンなど複数の自

治会がございますので、基本計画案の

中 で は 建 設 候 補 地 の 公 募 お よ び 今 回

の 建 設 候 補 地 再 選 定 に ご 参 加 い た だ

きました自治会の名称を用いており、

建 設 候 補 地 と し ま し て は 自 治 会 名 で

彦 根 市 西 清 崎 町 と 記 載 し て お り ま す

ので、ご理解を賜りますようお願い申

し上げます。  

続きまして、要旨２の①についてお

答えします。災害に強い立地条件につ

きましては、建設候補地選定の段階に

お き ま し て 候 補 地 選 定 結 果 報 告 書 に

示した多種多様な考え方に従い、浸水

災害、土砂災害、軟弱地盤などの災害

に対し強い立地条件かどうか、また、

それらのリスクがある場合には、施設

側 で 対 応 が 可 能 か も 含 め て 評 価 さ れ

ており、いずれの候補地も施設整備が

不 可 能 と な る よ う な 致 命 的 な 問 題 は

見 ら れ な か っ た と 講 評 さ れ て い る と



 

28 

 

ころです。基本計画案における理念・

基 本 方 針 は 整 備 運 営 す る 施 設 そ の も

のの整備方針であり、建設候補地選定

に 当 た っ て の 立 地 条 件 な ど を 示 し て

いるものではありませんので、ご理解

いただきますようお願いいたします。 

 要旨２の②についてお答えします。

滋賀県災害廃棄物処理計画では、南海

ト ラ フ 巨 大 地 震 よ り も 鈴 鹿 西 縁 断 層

帯 地 震 の 方 が 本 組 合 圏 域 一 市 四 町 で

の被害想定が大きいとされています。

従いまして、基本計画案では、理念・

基 本 方 針 や 施 設 規 模 設 定 に お け る 災

害廃棄物の考え方において、鈴鹿西縁

断層帯地震について触れています。も

ちろん、南海トラフ巨大地震を含む大

規 模 災 害 時 に も 継 続 稼 動 で き る 施 設

整 備 を し て い く 計 画 と し て お り ま す

の で ご 理 解 い た だ き ま す よ う お 願 い

いたします。  

 続きまして、要旨３の①についてお

答えします。年号のご指摘についてで

すが、新ごみ処理施設整備基本計画案

の表紙にも記載がありますとおり、本

基 本 計 画 案 は 彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご

み 処 理 施 設 整 備 基 本 計 画 検 討 委 員 会

に お い て 建 設 候 補 地 と し て 愛 荘 町 竹

原 区 を 想 定 し た 上 で 検 討 い た だ い た

平成 30 年８月 21 日時点での基本計

画 案 を 基 に 修 正 し て い る も の で ご ざ

います。新元号で記載することも協議

しましたが、修正箇所につきましては

候 補 地 が 竹 原 区 か ら 西 清 崎 町 に 変 更

さ れ る こ と で 生 じ る 位 置 図 や 施 設 配

置案、法規制の基準などが大きな変更

部分となるものであり、また供用開始

年度などの表記につきましては、当初

よ り 施 設 整 備 基 本 設 計 の 段 階 で 各 市

町 の 最 新 の ご み 排 出 量 デ ー タ を 基 に

見直しを予定しており、基本計画案で

は 施 設 規 模 に つ い て 修 正 し な い も の

としたことから、当初の年号表記のま

ま 残 し た 方 が 分 か り 易 い と い う 判 断

に至り、あえて平成で表記したもので

ご ざ い ま す の で 単 に 年 号 の 使 用 誤 り

ではございません。また、4-13 ページ

の (４ )排水の部分につきましては、候

補 地 西 清 崎 町 付 近 の 排 水 に 関 す る 内

容 で あ り 今 回 の 変 更 部 分 で ご ざ い ま

すので、年号に関する記載は令和で表

記しておりますので、ご理解を賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。 

次 に 要 旨 ３ の ② に つ い て お 答 え し

ます。今ほど回答させていただきまし

た内容を踏まえた上で、決裁させてい

ただいたものでございます。  

続きまして、要旨３の③についてお

答えします。基本計画案の 2-53 ペー

ジ に ご ざ い ま す 炉 数 の 比 較 に つ き ま

しては、安定性や将来のごみ量減少へ

の 対 応 を 重 視 さ れ な か っ た わ け で は

ございません。施設整備基本計画検討

委員会では、３炉の方が常に予備炉が

ある状況で運転できたり、将来的にご

み 量 が 減 少 し た 時 に 負 荷 率 を 合 わ せ

た り し や す い と い う 意 味 で 比 較 す れ

ば有利であるとされておりますが、２

炉 構 成 で も 技 術 導 入 に よ り 安 定 性 を
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維持できること、将来のごみ量減少へ

の 対 応 は 可 能 で あ る と 一 定 の 評 価 が

されており、理念・基本方針と相反す

るものではなく、そのことよりも経済

性、周辺環境との調和という観点から

２炉としたものでございます。また、

理念・基本方針で記載している安定性

は、処理技術そのものの安定性であり、

操 炉 計 画 も 含 め た 安 定 性 ま で に 言 及

しているものではございません。また、

現 在 の 彦 根 市 清 掃 セ ン タ ー 焼 却 施 設

は、バッチ運転式１日８時間稼働の１

炉１日当たり 30 トンの３炉で合計１

日当たり 90 トンです。今回計画して

い る 新 ご み 処 理 施 設 は 全 連 続 運 転 式

１日 24 時間稼働であるため、単純に

炉 数 を 比 較 で き る も の で は な い と 考

えております。  

続きまして、要旨３の④についてお

答えします。景観の調和についてでご

ざいますが、２炉構成と３炉構成では、

３ 炉 構 成 の 方 が １ 系 列 当 た り の 規 模

が小さくなるため単純に 1.5 倍とい

うわけではありませんが、付属する機

器の数は 1.5 倍となり、それらを納め

る 建 屋 も そ の 分 大 き く 幅 の 広 い 施 設

となり、建築面積が大きくなります。

よって、炉数については、景観への影

響 を 少 し で も 小 さ く 抑 え ら れ る ２ 炉

の 方 が 評 価 が 高 く な っ て い る も の で

ございます。  

続きまして、要旨３の⑤についてお

答えします。基本計画案に記載のとお

り、メーカヒアリングにおいて３炉構

成とした場合、プラント機器が１炉分

増えるため、建屋が大きくなり、全体

的に建設費は 10％から 30％の増加と

の回答でした。10％から 30％の増加は

約 14 億円から約 41 億円に相当いた

します。  

続きまして、要旨３の⑥についてお

答えします。ご指摘の採用している実

績年度につきましては、平成 20 年５

月 に 策 定 さ れ ま し た 施 設 整 備 基 本 構

想では、最新の実績値が平成 17 年度

で あ り 策 定 年 度 に 対 し て ３ 年 前 の も

の、今臨時会に議案として上程させて

いただいております基本計画案では、

最新の実績値が平成 28 年度であり現

在 に 対 し て ３ 年 前 の も の と な っ て お

ります。議員ご指摘のとおり、施設規

模を決定するに当たっては、将来推計

の 信 頼 性 が 高 く な る よ う 最 新 の 実 績

値 を も っ て 行 わ れ る べ き で あ る と 考

えておりますので、先の答弁でも申し

ましたとおり、今後各市町が予定して

い る 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 の 改 定

に併せ、改めて最新実績値を反映した

ごみ量の推計を行い、施設整備基本設

計 に お い て 反 映 を 行 い た い と 思 い ま

す の で ご 理 解 を 賜 り ま す よ う よ ろ し

くお願い申し上げます。  

続きまして、要旨３の⑦についてお

答えします。施設規模算定基準年度の

採 用 す べ き 実 績 値 の 時 期 や 期 間 に つ

いてですが、一般廃棄物処理基本計画

策定指針においては、ごみ処理の実績

整理は過去５年間以上の実績を把握・
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整理することが適当、ごみ量の将来推

計 は 過 去 の 実 績 か ら １ 人 １ 日 当 た り

の発生量を算出し、この実績をトレン

ド法等を用いて将来推計した上で、将

来 予 測 人 口 を 乗 じ て 発 生 量 を 予 測 す

る 方 法 等 が 考 え ら れ る と の 記 載 が あ

りますので、規模算定にあたっての推

計 根 拠 が 明 確 で あ る 必 要 は あ り ま す

が、いつ時点の数値を基に推計しなけ

れ ば な ら な い と い う 基 準 は ご ざ い ま

せん。  

続 き ま し て 要 旨 ４ に つ い て お 答 え

します。プラントメーカのヒアリング

先 の 選 定 や 考 え 方 に つ い て は 基 本 計

画案 9-4 ページにお示しさせていた

だいておりますが、ヒアリングではス

ト ー カ 式 焼 却 方 式 に 対 応 可 能 な プ ラ

ントメーカだけでなく、流動床式焼却

方式、シャフト式ガス化溶融方式、流

動 床 式 ガ ス 化 溶 融 方 式 に 対 応 可 能 な

プラントメーカなど、条件に合致する

全 て の プ ラ ン ト メ ー カ に 依 頼 を 行 っ

たところです。そういった中でストー

カ 式 焼 却 方 式 の み に ８ 者 か ら 回 答 が

あり、他の方式の回答は無かったとい

うことですので、回答が得られなかっ

た理由としては、ヒアリング先のプラ

ン ト メ ー カ に お い て 流 動 床 式 焼 却 方

式・シャフト式ガス化溶融方式・流動

床 ガ ス 化 溶 融 方 式 で の 参 加 意 向 が な

いためと考えられ、これらの処理方式

に つ い て は 採 用 で き る 可 能 性 が 低 い

と判断されたものでございます。  

続 い て 要 旨 ５ の ① に つ い て お 答 え

します。具体的な盛土の高さは、基本

計画案をお認めいただいた後、委託を

予 定 し て い る 施 設 整 備 基 本 設 計 に お

いて詳細に検討する予定です。土量や

調達先、単価などについても今後、詳

細 に 検 討 さ せ て い た だ く 予 定 で ご ざ

いますが、選定結果報告書における候

補地西清崎町での造成費には、盛土を

２ｍとし土量については、候補地敷地

面積に２ｍをかけた数値を改めて 10

万㎥、１㎥あたりの土の単価を 3,000

円とし、盛土の総経費として３億円が

含まれております。  

 続 い て 要 旨 ５ の ② に つ い て お 答 え

します。基本計画案 4-2 ページで土石

流 危 険 渓 流 の 網 掛 け が か か っ て い る

エリアを避けて、8-3 ページの配置案

では熱回収施設を配置しています。敷

地全体を嵩上げしていることや、熱回

収 施 設 を ラ ン プ ウ ェ ー 方 式 と す る こ

とによっても、土石流の影響が施設に

およびにくい計画としています。そう

いった意味で、指定箇所を避けた配置

が可能であり、影響が軽微と考えられ

るとしているところでございます。  

 続 い て 要 旨 ５ の ③ に つ い て お 答 え

します。議員ご指摘の急傾斜地崩壊危

険箇所については、敷地外であるため

具 体 的 な 対 策 が 困 難 と 考 え て お り ま

す。ただし、敷地全体を嵩上げしてい

ることや、熱回収施設をランプウェー

方式とすることによっても、崩壊した

土 砂 の 影 響 が 施 設 に お よ び に く い 計

画 と し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す の
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で、ご理解をお願いします。  

○議長（安澤勝君）  管理者。  

○管理者（大久保貴君） 続いて要旨

５の④についてお答えします。議員ご

指 摘 の 荒 神 山 の 特 性 に つ い て は 承 知

しております。しかし一方で、今回公

募 に よ り 候 補 地 の 立 候 補 を 募 る に 当

たっては、近隣に神社仏閣があること

や 遺 跡 が あ る 地 域 を 選 定 し な い と い

う条件は設けてはおりません。そこま

で 厳 し い 条 件 を 設 け て し ま う と 立 候

補 が 得 ら れ な く な る お そ れ が あ っ た

ためです。当組合としては、新しいご

み 処 理 施 設 の 建 設 に よ り 荒 神 山 の 神

聖 性 が 失 わ れ る も の で は な い と 考 え

ておりますが、可能な限り景観への影

響 の 少 な い 施 設 の 配 置 や デ ザ イ ン と

する等、地域の皆様に愛され親しまれ

て い る 荒 神 山 に 対 し て 十 分 配 慮 し た

上で、事業を進めていくことが重要と

考えておりますので、ご理解いただき

ますようお願いいたします。  

○議長（安澤勝君）  建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 続い

て要旨５の⑤についてお答えします。

沖積層の厚さを 10ｍから 15ｍと推定

している根拠については、滋賀県地域

防災計画の 23 ページに掲載されてい

る沖積層等厚線図において、候補地付

近に 10ｍの等厚線と 15ｍの等厚線が

認められたためです。この等厚線図に

おいて、候補地付近は等厚線が密集し

ているわけではありませんが、荒神山

があることを考えれば、堆積している

層 の 下 面 が 傾 斜 し て い る 可 能 性 は あ

ります。しかしながら、支持基盤が傾

斜していても、建物全体を支える基礎

として杭を使うことから、滑りが生じ

るものではございません。また、建物

以 外 の 道 路 部 分 な ど に つ い て の 軟 弱

地盤対策が必要となりますが、基本計

画 案 を お 認 め い た だ い た 後 に 委 託 を

予定している地質調査を行った上で、

適 切 な 軟 弱 地 盤 対 策 を 今 後 の 施 設 整

備 基 本 設 計 の 中 で 検 討 し て い く こ と

となりますが、候補地西清崎町での地

質 調 査 結 果 が 存 在 し な い 現 状 に お き

ましては、平成 20 年に候補地とされ

た 石 寺 町 地 先 で の 地 質 調 査 を 基 に 作

成された調査報告書では、軟弱地盤対

策として圧密沈下が検討されており、

残留沈下量が０ cm となるよう余盛量

を 設 定 し て 計 画 さ れ て い た こ と を 参

考にし、圧密沈下による地盤改良費を

試算しており、その額は 4 億円となっ

ております。  

続 い て 要 旨 ５ の ⑥ に つ い て お 答 え

します。県道２号からのアクセスルー

トについては、当組合が主催した意見

交換会においては、県道２号から建設

候 補 地 へ 道 路 を 新 設 し 安 食 川 及 び 宇

曽 川 に 新 し く 架 橋 す る と い う ル ー ト

案 を 考 え て い る と い う こ と で 説 明 さ

せていただいたものであり、方針を変

更したということではございません。

意 見 交 換 会 で お 示 し し た ア ク セ ス ル

ートについては、当組合として処理施

設 へ の ア ク セ ス ル ー ト と し て 通 学 路
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と の 関 係 や 利 便 性 な ど の 点 か ら 最 も

適 し て い る と 判 断 し て い る と こ ろ で

はございますが、現時点で決定したも

のではなく、今後各関係者と詳細に検

討 し た 上 で 決 定 す べ き も の で あ る た

め、基本計画案においては、今後検討

す る と 記 載 さ せ て い た だ い て い る と

ころでございますので、ご理解いただ

きますようお願いいたします。  

続 い て 要 旨 ５ の ⑦ に つ い て お 答 え

します。費用負担については、当組合

と し て 整 備 を 考 え て お り ま す 宇 曽 川

と 安 食 川 に 架 橋 を 必 要 と す る ル ー ト

案となれば、当組合負担になると考え

ておりますが、基本計画案をお認めい

ただいた後、具体的な道路整備方法と

と も に 今 後 彦 根 市 と 協 議 し て い く 予

定ですので、ご理解いただきますよう

お願いいたします。  

○議長（安澤勝君） 議会事務局次長。 

○議会事務局次長（中江淳展君）  

要旨６①についてお答えします。広

域 行 政 組 合 の 議 会 運 営 に つ き ま し て

は、彦根愛知犬上広域行政組合議会会

議 規 則 ま た は 同 規 則 に 定 め る も の の

ほか必要な事項については、彦根市議

会 会 議 規 則 の 例 に よ り 議 会 運 営 を 行

っているところでございます。今回、

臨 時 会 に 上 程 し ま し た 議 案 に つ き ま

しては、新ごみ処理施設整備基本計画

を定めるものであり、基本計画案には

一 つ に 選 定 し た 建 設 候 補 地 が 記 載 さ

れておりますことから、前回の建設候

補 地 の 発 表 方 法 や そ の 後 の 組 合 議 会

での議論を踏まえ、議案第８号におい

ては、今臨時会における審議、議決を

得た上で公表するものです。なお、今

回の取扱いにつきましては、議長と協

議 し 議 会 運 営 代 表 者 会 議 で 諮 っ た 上

で、議会議決前に混乱が生じないよう、

今臨時会において審議、議決されるま

で 口 外 し な い よ う に 議 長 か ら 各 議 員

に対し要請いただいたものであり、今

後も決定した事項等につきましては、

積 極 的 に 情 報 公 開 し て ま い り た い と

考えておりますので、ご理解いただき

ますようお願いいたします。  

○議長（安澤勝君）  管理者。  

○管理者（大久保貴君） 要旨６②に

ついてお答えいたします。議員ご指摘

の彦根市議会の状況は、お聞きしてお

りませんが、このような情報は会派内

で 共 有 し て い た だ く も の で あ る と 考

えております。今回の対応につきまし

ては、今ほど議会事務局次長がお答え

したとおりでございますので、ご理解

願います。  

○議長（安澤勝君）  獅山議員。  

○２番（獅山向洋君） まず要旨１の

①ですけども、これについて私が申し

上げたいのは、先ほども 20 年で改修

する必要があるとか、おっしゃいまし

たけど、それなら 200 億円もかかる大

事 業 に つ い て な ぜ そ う い う こ と ま で

きっちりお書きにならないのか。ただ

単 に 老 朽 化 し た 理 由 だ け で 大 事 業 を

進めるのか、そこが問題なんです。な

ぜその点を明記されないのですか。他
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では、いろんなこともおっしゃってい

るんですよ。例えば、リバースセンタ

ー に つ い て は い ろ い ろ 問 題 が あ る と

か言っていながら、ここでは単に老朽

化だけしか言っておられないのは、や

っ ぱ り こ れ か ら 地 域 住 民 が 莫 大 な 金

を負担しなきゃならんわけですよ。も

う 少 し き っ ち り 説 明 す べ き で は な い

かということを申し上げたいです。そ

ういう点で私は今回の基本計画案で、

はじめにのところが、あまりにも簡略

す ぎ て 地 域 住 民 に 対 し て 説 得 力 が な

いと考えるんです。訂正されませんか。 

次に２番目です。先ほど西清崎町に

ついては、自治会の名前を言ったとお

っしゃいましたけど、この四つの候補

地 の 中 で 郵 便 番 号 が な い の が 西 清 崎

町なんですよ。ですから、清崎町地先

とか、あるいは清崎町西清崎地区とか

おっしゃるなら分かるんですが、今後

こ の 基 本 計 画 案 が 交 付 金 を 貰 う た め

に国にもいくわけですよ。そういうこ

とまできっちりと考えて、こういう表

記 は 間 違 っ て い る と 私 は 思 い ま す ん

で、いかがでしょうか。私自身、市民

か ら 西 清 崎 っ て ど こ な ん や と 聞 か れ

て本当に困ってしまったんです。それ

で一生懸命住宅地図で調べても、西清

崎 と い う 地 名 は 全 然 ど こ に も 見 え な

いわけです。そういう観点から、いか

がですかね。やっぱりこういう表記は

きちっと改めるべきではないですか。

議 案 と し て き ち っ と 改 め る べ き だ と

私は思います。  

次に施設の理念・基本方針つまり要

旨２の①に移りますけど、４か所につ

い て 致 命 的 な も の で は な い と い う こ

と を し き り に お っ し ゃ っ て い る ん で

すよ。しかし、今回の西清崎について

致命的ではないかどうかよりも、台風

19 号が目の前で大変な災害を起こし

ているわけですよ。荒神山の傾斜面で

し か も 前 に 宇 曽 川 を ひ か え て い る と

い う と こ ろ が で す ね 大 丈 夫 だ と い う

ふ う に お っ し ゃ る こ と 自 体 が お か し

と思います。だから理念としては、や

っぱり浸水災害・土砂災害・軟弱地盤

こ う い う 災 害 に 対 し て 強 い と こ ろ で

あると、そういうことをきちっとうた

うべきではなかったか、そう考えるん

ですよ。その点について、もう一回答

弁してください。まるで４か所とも致

命 的 で な い か ら い い ん だ と い う 考 え

方じゃなくて、そういう立地条件を十

分 に 考 え る と い う こ と が 理 念 と し て

入ってないと問題だと私は思います。 

さて次に、南海トラフのことについ

て申し上げますけど、なんだか今おっ

し ゃ っ た の が 災 害 廃 棄 物 に 関 す る よ

うなことをおっしゃいましたね。いか

に も 廃 棄 物 の 対 策 と し て 大 変 だ と お

っしゃっているわけですが、実際確率

として鈴鹿西縁断層帯ですね。確率が

そんなに高いんですか、私はそれを明

確に聞いておきたいと思います。それ

ともう一点は、この南海トラフみたい

な 大 き な 災 害 の と き は 液 状 化 現 象 と

いうのが、非常に重要になってくるん
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ですよ。特に沖積層のときには、やっ

ぱ り 液 状 化 の こ と も 考 え て お か な い

かんわけです。これは軟弱地盤対策で

大丈夫とおっしゃるけど、そんな大丈

夫という問題じゃなくて、なぜこうい

う と こ ろ を 選 ぶ の か と い う こ と を し

っ か り と 説 明 し て お い て も ら い た い

と思います。  

次に、年号の問題ですけど、先ほど

から申し上げておりますように、令和

という年号を使ってみたり、あるいは

平成というのを使ってみたり、ごちゃ

ごちゃなんです。そういうふうにおっ

しゃるので例をあげますと、この基本

計画案の 9－ 3 ページを見ていただき

たいんですけど、この上から２行目の

ところに平成 39 年から 58 年度、20 年

間と書いてあるんですよ。どうしてこ

ん な 先 の こ と を 平 成 と い う 年 号 を お

使いになるんですか。やっぱりきちっ

と 令 和 に 書 き 直 す べ き じ ゃ な い ん で

すか。我々は今、令和の時代に生きて

いるわけなんですよ。しかもこの基本

計 画 案 は 令 和 の 臨 時 会 で や っ て い る

わけですから。なぜ、これを直さない

んですか。私が申し上げますのは、ど

う も 誤 解 が あ る よ う な ん で 申 し 上 げ

ときますけど、これは議案なんです。

議案として提案された以上、もしこれ

が 可 決 さ れ れ ば こ の 記 号 は こ れ で 固

まってしまうわけです。これから交付

金を貰うためとか、あるいは起債する

た め に こ れ を 出 さ な き ゃ な ら ん わ け

ですよ。その時に、なんていう情けな

い、執行部なり議会なんだと。もうす

でに令和になっているのに、こんなこ

と書いているんだと。これだけで信用

を失ってしまうわけなんです。どうし

て訂正しないのか。それをしっかりと

表明していただきたい。これは管理者

や副管理者の問題だと思うんですよ。

や っ ぱ り ト ッ プ が 決 裁 し て い る わ け

ですから。なぜこれを直さないのか。

こ れ く ら い の こ と 明 確 に し て お い て

ください。それと先ほど申し上げまし

たように、令和を使ってみたり平成を

使ってみたり、こんないい加減な議案

を我々が、はい、そうですかと言って、

可 決 し た ら 議 会 も 恥 に な っ て し ま う

んですよ。そういう意味できちっと直

すべきじゃないですか。さて、それか

ら 先 ほ ど 管 理 者 と し て は 疑 問 を 抱 か

な か っ た み た い な こ と お っ し ゃ っ て

いるけど、本当にちゃんとお読みにな

ったのですか。読んだ上でなんで令和

があったり平成があったり、それはお

か し い な と 思 う の は 誰 だ っ て 当 た り

前のことなんですよ。読んでないんじ

ゃないかと私は思いますけど、はっき

り読んだと言ってください。読んだ上

で、疑問を持たなかったなら分かるけ

ど、読んでないんじゃないのかと思う

んです。事務局長もそうじゃないんで

すか。  

さて、次に炉数の問題に入ります。

この炉数の問題は、私は一番重要だと

思っているんです。なぜなら、先ほど

は バ ッ チ 方 式 で 彦 根 市 の 炉 は ８ 時 間
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だと。それだから３炉でやっていると

おっしゃったけど、逆なんですよ。こ

れからは、 24 時間稼働するわけです。

24 時間稼働すれば、まさに過酷な条件

で 炉 に 働 い て も ら わ な い と な ら ん わ

けです。その時に、２炉であるか３炉

であるかで全然違ってくるんです。ま

さに安定性の問題なんです。しかも、

安 定 性 の 問 題 と 同 時 に 将 来 の ご み 量

減少への対応ということも、２炉より

も ３ 炉 の 方 が や り 易 い こ と は 間 違 い

ないわけなんです。皆さんは、ごみ減

量 化 を 一 生 懸 命 お っ し ゃ っ て い る ん

じゃないですか。現に徐々に減量化し

ているわけなんですよ。それならば、

やはりそれに対応できるように、きっ

ち り と ３ 炉 体 制 に す る べ き じ ゃ な い

ですか。先ほど、３炉にすれば 10％な

いし 30％増えると聞きましたと申し

上げましたね。誰からそれを聞いたん

ですか。それを明確にしてください。

確かに 10％、30％この基本計画案の中

に書いてあるんですよ。ただ、誰から

聞いたかという、それに責任を持って

もらわないかんわけなんですよね。そ

の 点 き っ ち り 聞 い て お き た い と 思 い

ます。  

それから、先ほど最新のデータでや

らなきゃいかん。それはいずれやると

いうことなんですけど、現にもう平成

30 年度のデータも出ているのに、なぜ

それを使わないか。それが最新のデー

タ で は な い の か と い う こ と を 私 は 言

いたいです。確かに、国の基準にはそ

ういうものがないかもしれないけど、

我 々 議 会 と し て 最 新 の デ ー タ で 排 出

量を明確にして、それに基づいてこの

施 設 の 規 模 を 決 め る と い う の が 当 た

り前のことなんで、それについて、も

う 一 回 き っ ち り と こ れ か ら や る ん じ

ゃなくて、なぜ 30 年度を基準として

や ら な い の か と い う こ と に つ い て お

答えいただきたいと思います。  

それから、要旨４ですけども、処理

方式の検討です。これについては、メ

ー カ ヒ ア リ ン グ に て 回 答 を 得 ら れ な

かった理由を詳細にと言ったけれど、

全然詳細ではなかったわけです。一体

それでは、どういうメーカにヒアリン

グをされたのか。いつからいつまでの

間 に 回 答 し て く れ と 期 間 が 書 い て あ

るんです。私は行政の悪いところをよ

く知っているんですよ。予め方式を決

めておいたら、そういう方式の会社に

は事前にしゃべってしまうんですよ。

こういうことで問合せしますからと。

そして、採用する気がないところには、

い き な り ヒ ア リ ン グ の 書 面 が く る わ

けなんですよ。そうしたら、いきなり

対応できない。結局ストーカ方式は８

者出てくるが、他の３方式は何も出て

こないんですよ。ですから、私は行政

が 既 に そ う い う 考 え で お っ た ん じ ゃ

ないかと厳しく追及したいんです。い

かがですか。どんな企業でも必死にな

っ て 自 分 ら の 方 式 を 採 用 し て も ら お

うと一生懸命なんですよ。一生懸命な

のにゼロ者なんて、そんなばかな話あ
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りますか。やっぱりこういう方式で建

設した場合は、これから 20 年 30 年維

持管理で、ある意味ではおいしい汁が

吸えるというと言い方は悪いけど、ま

さ に そ れ に よ っ て 企 業 と し て は 生 き

ていけるわけなんですよ。それなのに

ゼ ロ 者 な ん て い う こ と が あ り 得 ま す

か。もう一回きっちりと、なぜかとい

う説明をしてください。また、本当に

ヒアリングに回答がなかったなら、な

ぜ 回 答 し な か っ た の か を 聞 く は ず で

すよ。彦根市も何回も入札に失敗して

いるので、その度に、なぜ回答しなか

ったのかを調査しているんですよ。だ

ったら調査したんですか。それを一度

聞きたいんです。なぜ回答しなかった

かを調査しなかったんですか。  

さて、今度は要旨５の基本条件の整

理について移ります。これについては、

盛土をすると。それも２ｍということ

で 10 万㎥ですか。単価 3,000 円で３

億円というような話をされました。そ

れはそれでいいんですが、いったいこ

の２ｍというのは、２ｍ以上５ｍ未満

も結構あるわけでして、そうすると盛

土 す べ き 平 均 を と っ て お ら れ る ん で

すか。とった上で、そうおっしゃるな

ら分からないでもないけれど、２ｍと

い う 単 純 な 設 定 の も と に 立 米 数 を 計

算されたんだったら、大変な計算間違

い が 出 て く る ん じ ゃ な い か と 思 い ま

す。それと、土砂災害危険個所の問題

です。しきりにランプウェイとおっし

ゃいますけど、ランプウェイの入口の

と こ ろ に 土 砂 が 詰 ま っ て し ま っ た ら

入れなくなるわけなんです。そんなこ

とは基本的な話であって、本当に危険

箇所を避けた配置が可能なんですか。

今回の台風 19 号のように想定外に土

手が決壊したりしているわけです。こ

こ に 土 石 流 危 険 渓 流 と 書 い て あ る ん

です。渓流というのは水が流れるとい

うことですよ。だから大雨が降ったと

き に こ こ が 渓 流 と な っ て 土 石 流 が 上

から流れ込んできたら、この熱回収施

設 が 埋 ま っ て し ま う 可 能 性 が あ る わ

けなんです。なぜ、これが地質的に問

題じゃないんですか。そういう意味で

地質的でないとおっしゃるなら、それ

でいいです。それともう一点が、東北

側 に も 急 傾 斜 地 崩 壊 危 険 個 所 が あ る

わけです。だから、これだって想定外

の雨が降ることになったら、崩れてく

ることは確実です。そういう観点から、

全 然 そ れ に つ い て 触 れ て な い の は お

かしいんじゃないですか。そういう意

味で、私は改めて聞いておきたいので

すが、一体、この基本条件の整理とい

う 文 章 を 書 い た の は 誰 だ と い う こ と

を聞いておきたいのですよ。やっぱり

責 任 の 所 在 を 明 確 に し て お か な い と

いかんわけです。そういう観点で、や

っ ぱ り そ の 点 も 明 確 に し て お い て い

ただきたいと思います。  

次に、先ほど管理者が答弁されたん

ですけども、至近距離の神社２社のご

意見をお聞きになったんですか。まる

で 神 社 は 別 に 抗 議 す る 必 要 が な い か
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の よ う な こ と を 先 ほ ど お っ し ゃ っ た

んですが、管理者自身一定の宗教を信

じておられるじゃないですか。やっぱ

り大切だと思わないんですか。こんな

目の前に神社が２社あるのに、目の前

に こ の よ う な も の を 持 っ て こ よ う と

することがですよ。ちゃんと説明に行

くというのは当然じゃないんですか。

その辺のことについて、どれだけ配慮

し た か と い う こ と を 聞 い て お き た い

のですよ。どれだけ配慮したんですか。

こ れ か ら 配 慮 す る と お っ し ゃ っ て い

るけど、これから何を配慮されるんで

すか。そこが重要なんです。  

さて、次に沖積層の問題についてお

尋ねします。これは厚さが 10ｍないし

15ｍと推定されるということで、先ほ

ど 推 定 す る 根 拠 に つ い て お っ し ゃ い

ました。これがずっと 10ｍないし 15

ｍなら別に問題ないんだけども、結局

荒神山から宇曽川のところまで、ずっ

と 斜 面 が 続 い て い る こ と は 間 違 い な

いんですよ。まさか突然、川のところ

で平坦だなんてとても考えられない。

当然、川まで連なっている。それで、

建 物 な ら ば 杭 を 打 て ば 大 丈 夫 と お っ

しゃっているけど、逆にそれよりも問

題 な の が 敷 地 全 体 が ど う な の か と い

うことなんです。例えば厚さが 10ｍな

いし 15ｍと推定されたとこでは 10％

という仮定をしていますけど 10％な

ら 1ｍなり 1.5ｍですね。やっぱり下

がってくるんですよ。これは 1ｍない

し 1.5ｍ圧密沈下することはするんで

すよ。そうしますと、さっきおっしゃ

っ て い た 単 な る 盛 土 だ け で は 済 ま な

いということが分かるでしょう。それ

に 対 し て 軟 弱 地 盤 対 策 だ っ た ら ４ 億

円という話をされましたけど、そんな

ことで済むんですか。そういう計算が

おかしいと思っているんです。もしこ

れが 20％沈下したら 2ｍないし 3ｍ下

がってしまうんです。なぜ、こんなと

こ ろ を お 選 び に な る か 私 は 分 か ら な

いです。そこで質問しておきたいので

すけど、先ほどから圧密沈下は４億円

とおっしゃっているけど、そんなとこ

ろで済むと考えているのか。それは、

これから調べるということですが、そ

うしますと、これから調べてさらに下

が っ た 場 合 に 改 め て こ の 場 所 が い い

かわるいか検討するんですか。そこが

問題なんです。どんどん費用が嵩んで

いくんですよ。現に石寺町の候補地も

それだったんです。あそこは本当にひ

どくて 10ｍ、15ｍじゃなかったんです。

30ｍ、 40ｍ下がってしまったんです。

こ こ で や る と い う 考 え 方 を す る の か

どうかということですが、それについ

てお答えいただきたいと思います。  

それから、ごみ搬入出車両の通行ル

ートの問題ですけども、これは断定的

に い る み た い な こ と を お っ し ゃ っ て

いたけど、そうじゃないでしょ。意見

交 換 会 で も 橋 を 架 け る と お っ し ゃ っ

ていましたよ。また、私らが現地説明

会 で 行 っ た と き も 橋 を 架 け る と お っ

しゃっていた。しかも、先ほど申し上
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げたように、建設費以外の整備費では、

は っ き り と 金 額 的 に 出 て い る わ け な

んですよ。それでいながら、これは方

針でこれから検討しますなんて、こん

な こ と で は 基 本 計 画 と 我 々 に 対 し て

説 明 し て い た こ と と 違 う じ ゃ な い で

すか。これは地域住民の方も、そうい

うふうに聞いておられるんですよ。西

清 崎 町 の 方 々 で も 東 側 に 出 入 口 が で

き る か 南 側 に 出 入 口 が で き る か で 受

け る 影 響 が 全 然 違 っ て く る わ け な ん

です。その中で、あくまで橋を架ける

み た い な こ と を 言 っ て お ら れ た わ け

ですから、地元に対する背信行為じゃ

ないかと私は思います。こういう基本

計 画 案 を 出 し ま し た と い う こ と を 、

我 々 議 員 よ り も 地 元 に ま ず 説 明 す べ

きじゃないですか。そこが私は非常に

問題があると思います。先ほど、はっ

き り と 地 元 地 域 住 民 に 対 し 方 針 変 更

を 何 ら 説 明 し な い 理 由 を 説 明 さ れ た

いと言ったけども、これは方針変更じ

ゃないとおっしゃいました。しかし今

までの経過からいったら、はっきりと

し た 基 本 計 画 案 と し て の 方 針 変 更 で

すよ。だからこの件についてお答えい

ただきたいと思います。  

それともう一点。これは非常に重要

な答えだったんですが、橋を架ける場

合 そ の 費 用 は 彦 根 市 か 広 域 行 政 組 合

つ ま り 四 町 の 皆 さ ん も 負 担 す る の か

ということで、これは当組合の負担と

なるとお答えになりました。今後検討

す る み た い な こ と を お っ し ゃ い ま し

たけど、これによって四町の皆さんも

彦根市の橋なのに、なぜ自分が負担し

な い と い け な い の か と 思 わ れ る か も

しれません。逆に彦根市が負担するな

ら、なぜ彦根市がみな負担しないとい

けないのかと思うわけです。もう一度、

確実にお答えいただきたいです。これ

は一市四町が負担するんですか。彦根

市が負担するんですか。これを明確に

答えていただきたいと思います。  

最 後 に こ の 議 会 運 営 の 問 題 で す け

ど、何だか管理者がおかしな答弁され

たんですけど、事務局のお答えで非公

開 と し な い と 混 乱 が 生 じ る と お っ し

ゃったんですよ。一体どういう混乱が

生じるのか。これをはっきりとお答え

いただきたいと思います。  

それともう一点、管理者のお答えで

は 会 派 内 で 話 合 う の は か ま わ な い み

たいなことをおっしゃったけど、そう

じゃないでしょう。はっきりと我々に

対 し て 黙 っ て い て く れ と お っ し ゃ っ

たわけですから、それは会派内であろ

う と 会 派 外 で あ ろ う と 全 然 変 わ ら な

いと私は思います。なぜそういう説明

をされなかったんですか。管理者とし

てどうなんですか。以上です。  

○議長（安澤勝君）  建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） たく

さ ん の 質 問 の お 答 え を さ せ て い た だ

きます。  

は じ め に に お い て 先 ほ ど 答 弁 申 し

上げたとおり、現有施設の老朽化は確

実 に し て い る も の と 考 え て お り ま す
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ので、この記載しているもので考えて

おります。  

西清崎町につきましては、自治会で

応募いただいておりますので、その自

治会名で今回進めておりますので、こ

ち ら で 対 応 し て い き た い と 考 え て お

ります。  

西 清 崎 町 が 四 つ の 候 補 地 で 建 設 が

で き な い 致 命 的 な と こ ろ が な い と い

うことですが、選定結果報告書の中で

はそのように評価をいただいており、

基本計画案については、どういった施

設 を 建 設 し て い く か と い う と こ ろ を

取 り ま と め て 策 定 し て い る も の で す

ので、この建設候補地が適切かどうか

と い っ た 内 容 の 表 記 を し て お ら ず 施

設 の 整 備 に 関 す る 計 画 と な っ て お り

ますので、その旨、ご理解いただきた

いと思います。  

年号の表記に関しては、こちらも当

初 か ら 施 設 の 規 模 に つ い て は 最 新 の

デ ー タ を 用 い て 見 直 し を か け る こ と

を予定しており、令和元年のデータを

用 い て 基 本 設 計 に は 反 映 さ せ て い き

たいと考えております。  

地震のことですが、南海トラフの発

生 の 確 率 よ り こ の 圏 域 で ご み 量 が 発

生する量と、どちらがよりこの辺りで

影 響 が あ る か と い う と こ ろ が 問 題 視

されており、それが鈴鹿西縁断層での

地 震 の 方 が 災 害 廃 棄 物 の 発 生 量 が 多

い こ と か ら そ の よ う な 形 で 計 画 の 中

に入れているのでございます。  

炉数につきましては、こちらもコン

サ ル か ら プ ラ ン ト メ ー カ に 対 し て の

調 べ か ら デ ー タ を 得 て い る も の で ご

ざいますけど、10％から 30％の増加と

い う こ と に つ い て も プ ラ ン ト メ ー カ

に確認しているものでございまして、

ど う い っ た プ ラ ン ト メ ー カ に ヒ ア リ

ン グ を し た か と い う ご 質 問 も ご ざ い

ましたが、先の答弁でもストーカ式の

処 理 方 式 だ け を 建 設 し て い る も の で

はなくて、他の流動床式であったりガ

ス 化 溶 融 方 式 も 建 設 が 可 能 な プ ラ ン

ト メ ー カ に も 数 社 で す け ど も ヒ ア リ

ングを実施しておりまして、そういっ

た と こ ろ に つ い て も ス ト ー カ 式 の も

の し か 回 答 が 得 ら れ な か っ た と い う

ことでございます。  

搬入ルートにつきましても、あくま

で 住 民 説 明 会 や こ の 前 も 説 明 し て い

る 中 で は 予 定 を し て い る と い う よ う

な か た ち で ご 説 明 を さ せ て い た だ い

ておりまして、今後、場所がここに決

まりましたら、それから地元の周辺の

自治会、住民の皆様や彦根市と協議を

進 め た 中 で 検 討 し て ま い り た い と 考

えております。ですので、こちらが最

も 適 し て い る と 選 定 結 果 報 告 書 で も

案 と し て 出 て お り ま し た ル ー ト に つ

い て 仮 に 整 備 を 進 め て い く と い う よ

うな決議に至った場合は、選定結果報

告 書 で も う た わ れ て い る こ と で ご ざ

いますので、一市四町での負担という

ふうには考えておりますけど、これか

ら の 協 議 に お い て 変 わ っ て く る 部 分

があれば、そこは彦根市との協議でど
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こ ま で 負 担 し て い く か と い う と こ ろ

に つ い て 協 議 し て い く こ と に な ろ う

かと考えております。  

盛 土 で あ っ た り 災 害 の リ ス ク に つ

いては、今後、施設整備基本設計をし

ていくに当たって、それまでに地質調

査 で あ っ た り 地 形 測 量 と い っ た と こ

ろをしていく中で、盛土の高さ２ｍと

いうのは概算でございますので、どこ

ま で の と こ ろ を し て い く か と い う と

ころであったり、土砂崩れの影響があ

る と こ ろ に つ い て も 現 在 は 盛 土 を す

る こ と に よ っ て 影 響 は な い も の と い

うふうに考えておりますが、その辺り

も リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト と い う 観 点 か

ら 彦 根 市 と 協 議 を し な が ら 調 査 結 果

を も っ て 判 断 し て い く こ と に な る と

考 え て お り ま す の で ご 理 解 い た だ き

ますようよろしくお願いいたします。

以上です。  

○議長（安澤勝君）  管理者。  

○管理者（大久保貴君）  私からは、

元 号 に つ い て は ご 説 明 申 し 上 げ ま し

たが、改めてお尋ねでございましたの

で、お答え申し上げたいと思いますが、

基 本 計 画 案 に つ き ま し て は 読 ま せ て

いただいておりますが、ご説明をさせ

ていただきましたとおり、元号につい

て は こ れ ま で に 決 ま っ て い る も の に

つ い て は 変 更 し な い と い う こ と で 進

ん で お り ま す の で ご 理 解 お 願 い し た

いと思います。  

荒 神 山 の 神 社 に つ い て お 尋 ね で ご

ざいますけれども、今回この条例案を

お認めいただきましたならば、先ほど

お答え申し上げましたとおりに、その

地 域 の 特 性 あ る い は 景 観 等 々 に 十 分

配 慮 し た か た ち で 地 域 の 皆 様 に 親 し

まれるものにするために、ご説明申し

上 げ て ご 理 解 を 得 て い き た い と 考 え

ております。  

（「議事進行」と呼ぶ者あり）  

○議長（安澤勝君）  獅山議員。  

○２番（獅山向洋君） 答弁もれがあ

ると思います。きちっとお答えくださ

い。  

○議長（安澤勝君） 例えば、３炉の

運 用 を 獅 山 議 員 は 求 め て お ら れ ま し

たけども、それについての再質問のお

答えはありませんでしたし、最新のデ

ータで規模を決めるに当たって、平成

30 年を基準にしないのかというよう

なご質問もございましたし、橋を架け

る 場 合 の 負 担 を 再 度 明 確 に と い う よ

うなご質問もあり、いくつか答弁漏れ

があろうかと思います。  

 獅山議員、答弁漏れの指摘をお願い

します。  

○２番（獅山向洋君） 今、現在も議

事は進行中なんですか。  

○議長（安澤勝君） はい。議事は進

行中です。  

○２番（獅山向洋君） 進行中で答弁

漏れを指摘するのも何か妙ですな。  

○議長（安澤勝君） 暫時休憩いたし

ます。  

 

〔午後 6 時 34 分休憩〕  
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〔午後 6 時 40 分再開〕  

 

○議長（安澤勝君） 休憩前に引き続

き会議を開きます。執行部の答弁をお

願いします。  

建設推進室長。  

○建設推進室長（杉山暢基君） 先ほ

ど申しましたが、はじめにであったり、

西清崎町の変更であったり、元号の不

一致というところについて、変更は考

えておりません。  

炉数につきましては、コンサルの方

で助言をいただいて安定性・ごみ減量

のしやすさというような点から、３炉

の 方 が ご み の 減 量 に 対 し て の 対 策 と

い う の は 可 能 と い う こ と で ご 説 明 は

させていただきましたが、２炉でもそ

の 部 分 は 技 術 的 な 導 入 で 可 能 な 部 分

ですので、それよりも費用として安く、

10％から 30％の建設費が１炉ごとに

増 加 す る と い う こ と で ご ざ い ま す の

で ２ 炉 を 採 用 し て い る と い う と こ ろ

でございます。  

最新データについては、先ほどお答

えしましたが、来年、令和２年に施設

の 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 を 検 討 さ

れる際には、令和元年のデータで評価

されますので、それに合わせて基本設

計 の 方 に は 反 映 さ せ て い た だ き た い

と考えております。  

ランプウェイ方式で、入口に土砂が

ということでございましたが、そのあ

た り の 配 置 に つ い て の 影 響 は 今 後 検

討 さ せ て い た だ く と い う か た ち に な

ってまいります。  

地盤沈下であったり、浸水の被害想

定というところにつきましては、今後、

地 質 調 査 で あ っ た り 地 形 測 量 を 進 め

て い く 中 で 改 め て 見 直 し を か け て い

く と い う と こ ろ に な っ て ま い り ま す

ので、ご理解いただきたいと思います。 

通 行 ル ー ト の 費 用 の 負 担 に つ き ま

しては、これも先ほど申しましたけど

も 選 定 委 員 会 で 検 討 さ れ て お り ま し

た 施 設 ル ー ト を 採 用 と い う こ と に な

りましたら、その部分については広域

で の 負 担 と い う ふ う に は 考 え て お り

ますが、今後の協議によってどちらの

ル ー ト に な る か と い う と こ ろ は 彦 根

市と協議をしながら、また負担を一市

四町でするのかどうか、というところ

に つ い て も 検 討 し て ま い り た い と 考

えております。  

○議長（安澤勝君） 議会事務局次長。 

○ 議 会 事 務 局 次 長 (中 江 淳 展 君 )  失

礼いたします。６の１の再質問に対し

てお答えいたします。議員がどういっ

た 混 乱 が 生 ず る の か と い う ご 質 問 で

ございましたが、前回の建設候補地発

表以降の経過を踏まえまして、あらゆ

る 意 味 で 混 乱 が 生 じ な い よ う に 慎 重

な 議 会 で の ご 議 決 を い た だ く ま で 慎

重 な 取 扱 い と い う の を 要 請 い た だ い

た と い う と こ ろ で ご ざ い ま す の で ご

理解よろしくお願いいたします。  

○議長（安澤勝君）  獅山議員。  

○２番（獅山向洋君） 再々質問いた
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します。先ほど申し上げたように、な

ぜ、新しい施設が必要かということは、

まさに一丁目一番地の問題なんです。

単に老朽化が進んでいるからなんて、

そ ん な 僅 か 一 行 で 済 ま し て し ま う こ

とが 200 億円もかかる大事業について

あまりにも簡略すぎる。これは基本計

画案の欠陥だと私は思っております。

そ の 点 に つ い て 欠 陥 で な い と お っ し

ゃるなら、本当に老朽化だけが理由な

のか。それだけは答えといていただき

たい。我々も、やっぱり地域住民に説

明をせんならんのですよ。 200 億もか

けてなんでだと。例えば、10 年後に老

朽化するから、今からやろうとしてい

るんでとか、そういう意味なら分かる

んですけど、今、老朽化しているとい

う の は 明 ら か に 間 違 っ て い る と 思 う

ので、もう一回明確に答えていただき

たいと思います。  

それから西清崎町の問題ですけど、

何回も申し上げておりますけど、これ

か ら 国 と か 県 と か に お 話 を し て い か

ないかんわけです。その時に、これは

元号の問題も重なりますけども、ここ

で議案として議決したときは、皆さん

もご承知のとおり、議長から執行部の

方 に こ う い う こ と で 可 決 さ れ ま し た

と い う 議 案 と 一 緒 に 行 わ れ る わ け で

す。ですから、これで固まってしまう

わけなんですよ。そのときに、今度は

国 や ら そ う い う と こ ろ に い っ た と き

に、この西清崎町はどこですかとか、

郵 便 番 号 は 何 番 で す か と か 聞 か れ た

ときに、慌てふためくというようなそ

んな恥ずかしいことを、この組合とし

て し て ほ し く な い か ら 言 っ て い る ん

です。いかがですか、そういうことま

で考えておられますか。その点だけ聞

いておきたい。自治会名の名称なら、

自 治 会 名 と か そ う い う こ と を き ち っ

と書くべきじゃないんですか。それを、

お や り に な ら な い か ら 私 は 何 を し て

い る ん だ と い う こ と を 言 い た い ん で

すよ。  

それから、先ほど理念のことについ

てお話しましたけど、なんだか理念ま

で 全 て 検 討 委 員 会 の 報 告 書 に 任 せ て

いるように聞こえているんですよ。一

体、何でもかんでも委員会に任せてお

いていいんですか。これだけ地球温暖

化で災害が多く起きている。これなら

ば 施 設 そ の も の の 立 地 条 件 を ま ず 理

念の第一として考えようと、お考えに

な る の が 執 行 部 の 皆 さ ん の こ と じ ゃ

ないんですか。その点で、そんなこと

考 え る 必 要 は な い ん だ と お っ し ゃ る

なら、ちゃんとそういうふうに言って

おいていただきたい。これは、我々も

将 来 に 対 し て 責 任 を 負 っ て い る わ け

ですからね。  

それともう一点、先ほどから南海ト

ラフの問題について、ごみ量をしきり

に言っておられるわけですけど、私は

ご み 量 の こ と を 言 っ て い る ん じ ゃ な

いんです。むしろ施設全体として、大

き な 地 震 が 起 き た と き に 大 丈 夫 か と

いうことを考えなきゃいかん。場合に
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よっては、当然いろいろなことが起き

るかもしれん。例えば地震で石が落ち

てくるかもしれんのですよ。そういう

ときに、この施設は大丈夫かとか、そ

う い う こ と ま で 考 え て お か な い か ん

わけでね。ごみ量の問題について私は

聞いておりません。だから理念の問題

として、もう一回きちっとお答えいた

だきたい。  

それからもう一点、元号については

変えないとおっしゃるんですから、先

ほど申し上げましたように、これは議

題なんです。議題として固まってしま

ったら変えられなくなるんですよ。な

んという管理者・副管理者あるいは事

務局、こんなことも分からんとやって

しまったんかと。あるいは議会で散々

文句言ってる一議員もおったけれど、

議 会 は こ ん な こ と さ え 考 え て な か っ

たんかと。これが問題なんですよ。い

かがですか。これは、国や県に当然議

決としていくわけですよ。基本計画と

して。そんな恥ずかしい基本計画を作

っていいんですか。もう一回、管理者

の 責 任 で 答 え て い た だ き た い ん で す

よ。変えないじゃないんですよ。恥ず

か し く な い ん で す か と 聞 い て い る ん

です。基本計画案の中で、一方では令

和と言っていながら、一方では平成な

ん て 言 っ て い る こ と 自 体 が お か し い

と思わないんですか。その点だけもう

一回聞いておきたいです。  

それから、炉数の問題ですが、これ

は非常に重要なことなんでね。これか

ら地球温暖化が進んで台風 19 号だけ

じゃなく、あらゆることも起きてくる。

そ う い う 時 に ２ 炉 と ３ 炉 で ど れ だ け

安定性があるかという、その観点を入

れなきゃ絶対駄目なんですよ。そうし

て 初 め て 将 来 に 対 し て 我 々 責 任 が 持

てるわけなんでね。いかがですか。本

当に安定性という意味で、これからの

い ろ い ろ な 問 題 が 起 き る と き に 彦 根

市 は 今 ま で ３ 炉 体 制 で ち ゃ ん と や っ

てきているわけです。それなのに、な

ぜ２炉のわるい方に戻しているのか、

その理由が分からんのです。ただ経済

性と景観だけで、そんなことやってい

い ん で す か と い う こ と を も う 一 回 き

ち ん と 答 え て 欲 し い で す 。 そ れ と 、

10％ないし 30％とプラントメーカが

言ったらしいですけど、一体、どこの

プラントメーカが言ったんですか。そ

れならそれで、きっちりとプラントメ

ー カ 名 ま で 出 し て い た だ か な い と 、

我々判断のしようがないんです。  

それともう一点、やっぱり次の問題

なんですが処理方式の検討で、ストー

カ式が８者あって、あとはゼロ者と何

回も聞いているんですが、どうなんで

すか。こんなメーカのヒアリングの回

答が得られなかったといって、それで

済ましている。私が聞きたいのは、そ

うじゃないんです。なぜ、回答がない

かを聞いているんです。彦根市は今ま

で 入 札 を や っ た ら 散 々 そ う い う と こ

ろに聞いているでしょ。なんで入札し

なかったんですかと。こんな 200 億円
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の重大な問題のときに、単にメーカの

ヒアリングの結果、回答がなかったで

済ませられますか。やはり、きちっと

問合せしたけれど、これこれこういう

理由で回答がなかったと。それなら分

かるんですけど、その点をきちっとや

っておいてほしいです。  

それともう一つ。土砂災害とかいろ

いろ問題ありますけど、概算の基本が

非 常 に 不 明 確 で あ る と い う こ と を 申

し上げておきたいです。これから地形

測量をやりますというのは、そんない

い加減なことでいいんですか。我々は

基本計画として、これを受入れるか、

受 入 れ な い か と い う 問 題 に 今 迫 ら れ

ているわけなんですよ。これからやる

ということで、もしこれがもっと多額

な金がかかる、あるいは場合によって

は 不 適 当 な 場 所 で あ る と い う こ と が

分 か っ た と き に 地 元 の 皆 さ ん に ど う

いう言い訳をするのですか。できる限

り の こ と を や っ て お く べ き じ ゃ な い

でしょうか。先ほどからランプウェイ

とか、一つの言葉にとらわれておられ

るようだけど、ランプウェイだってみ

ん な 道 路 に つ な が っ て い る わ け で す

よ。道路に土砂が崩れてきたら動けな

くなることは、分かりきったことじゃ

ないですか。そういう観点から、今の

段 階 で 本 当 は ボ ー リ ン グ を ち ゃ ん と

やるべきなんですよ。下西川も西清崎

もボーリングをやった上で、これだけ

お 金 が か か り ま す と 明 確 に し て か ら

場所を決めるべきなんです。それを単

な る 推 測 だ け で や っ て い る と い う こ

と自体おかしいんでね。地下沖積層が

どこまであるかということで、なぜボ

ーリングをやらないのですか。  

そ れ と 先 ほ ど 神 社 ２ 社 の 例 を あ げ

ましたけど、配慮をするってなにを配

慮するんですか。何も配慮してないじ

ゃないですか。そういう意味で、どれ

だ け そ う い う こ と に つ い て 配 慮 さ れ

たのか、もう一回聞いておきたい。こ

れ は 地 元 の 方 か ら 私 も 聞 い て い る ん

ですよ。神社が２つもある所へどうし

てくるんだと。その辺が分からないと

いう人も結構いるので、それについて

お答えいただきたいと思います。  

そ れ か ら 先 ほ ど か ら 申 し 上 げ て ま

すように、軟弱地盤対策については総

費 用 の 問 題 な ん で 本 当 な ら き ち っ と

し た ボ ー リ ン グ 調 査 で も や っ た 上 で

明確にすべきだと思うんですが、これ

に つ い て は お 答 え と し て 聞 い て お き

ましょう。  

次に、搬入出車両の通行ルートにつ

いて、なんだか選定委員会が言ったよ

う な こ と を お っ し ゃ っ て い る わ け で

すけど、何でも委員会任せな感じなん

でね。委員会任せなら委員会任せで、

は っ き り と 委 員 会 が 橋 を 架 け る こ と

が必要だと言っているんでしょう。そ

れならば、そういうふうに明確におっ

しゃったらどうなんですか。なぜ、選

定 委 員 会 の 言 う と お り に し な い ん で

すか。そういうことを聞いておきたい

と思います。  
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架橋については、分かりました。当

組合ということは、一市四町の皆さん

も き ち っ と 負 担 し て い た だ け る と い

うことですので、これは明確になりま

した。  

さて、先ほど要旨６、議会運営につ

いてですが、発表以後で混乱が生じな

いようにということで、前のときに混

乱 が 生 じ た み た い な こ と を お っ し ゃ

ったけど、あれは議会で発表されたん

じゃないんですよ。むしろ管理者があ

っ さ り と 発 表 し て し ま わ れ た か ら 問

題が起きたんですよ。なぜ、議会でも

議 案 と し て 提 案 し な が ら 混 乱 が 生 じ

るとお考えなのか、その辺については

事 務 局 な り 管 理 者 が お 答 え い た だ き

たい。いかがですか。僅か 15 日に全員

協議会があって 21 日の今日なんです

よ。１週間の間にどんな混乱が起きる

んですか。それを、はっきりと言って

おいていただきたい。なぜなら議会運

営のルールをねじ曲げてまで、こんな

こ と を や ら な き ゃ い け な い 理 由 を 明

確 に 説 明 し て も ら わ な い と い け な い

と思います。これは管理者がちゃんと

説明してください。  

そ れ か ら も う 一 つ は 会 派 間 で と い

う話がありましたけど、管理者は本当

に 会 派 間 で し ゃ べ っ た ら あ か ん よ う

な こ と を お っ し ゃ た ん じ ゃ な い ん で

すか。その辺は明確にしておいてくだ

さい。そうでないと、我々しゃべれな

か っ た 者 が ば か み た い な こ と な ん で

す。私だって特定の議員さん何人かに

どうやろうと聞きたかったんですよ。

け れ ど も し ゃ べ っ た ら い か ん み た い

な こ と を 言 わ れ た か ら し ゃ べ ら な か

ったんですよ。そういう意味で重要な

問題なんで、きちっと答えていただき

たいと思います。以上です。  

○議長（安澤勝君）  建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 西清

崎 町 と い う 表 記 に つ い て で ご ざ い ま

すが、基本計画案の中では地図でも場

所 を 示 さ せ て い た だ い て お り ま す の

で、これで分かっていただけるものと

考えております。また、理念やはじめ

にのところにつきましても、今回、は

じめにの部分では、新たな経緯をこれ

ま で の 経 緯 に 追 加 し て い る 部 分 は ご

ざいますが、追加していない当初のま

ま に な っ て い る と こ ろ に つ き ま し て

は、理念につきましても施設の基本計

画 の 検 討 委 員 会 で お 認 め い た だ い て

おります内容となっておりまして、こ

の 部 分 に つ き ま し て も 検 討 委 員 会 で

ご 理 解 い た だ け る も の と 判 断 さ れ た

部 分 で ご ざ い ま す の で 変 更 は 考 え て

ございません。  

炉が１炉増えると 10％から 30％費

用 が 増 加 す る と い っ た プ ラ ン ト メ ー

カについては、こちらから把握はして

おらず、コンサルの調査ということに

なっております。また、２炉について

は、十分な安定性を確保できるという

こ と で 判 断 さ れ て お り ま す の で ご 理

解 い た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま

す。  



 

46 

 

また、ストーカ式以外の回答がなか

ったことについては、ストーカ式しか

整 備 で き な い プ ラ ン ト メ ー カ が 少 な

く、ストーカ式以外の流動床式であっ

た り ガ ス 化 溶 融 方 式 の い ず れ も 施 設

の 整 備 が 可 能 と い う プ ラ ン ト メ ー カ

が ス ト ー カ 式 の み の 整 備 を 出 し て き

ているということから、現状、全国的

に ス ト ー カ 式 が 主 流 に な っ て い る こ

とから、他の方式での参加が難しいと

考えたもので、問合せでメーカに直接

確認したものではございません。  

概 算 費 用 が 不 明 瞭 と い う こ と で ご

ざいますが、今後、確かに地質調査で

あ っ た り 地 形 測 量 を す る 中 で そ の あ

た り が 変 更 さ れ る 部 分 は あ ろ う か と

思いますけども、そのデータのない段

階 で こ の 施 設 候 補 地 が 優 れ て い る か

というような判断をいただく場合、概

算 を 根 拠 に 選 定 を し て い た だ い た 部

分もございますので、その辺もご理解

いただきたいと思います。  

ボ ー リ ン グ 調 査 を そ れ ぞ れ の 西 清

崎 と 下 西 川 で す べ き で は な い か と い

うことでございますが、断層があると

こ ろ に つ い て は 断 層 調 査 を し な け れ

ば い け な い 地 質 調 査 を 五 つ の 応 募 地

があった段階で全てでやることは、莫

大な費用となってしまうことから、そ

の 辺 り は 想 定 で き る 範 囲 で 考 え て い

たところでございますので、ご理解い

た だ き ま す よ う よ ろ し く お 願 い し ま

す。  

○議長（安澤勝君）  管理者。  

○管理者（大久保貴君） 西清崎町周

辺 の 神 社 に 対 す る 配 慮 と い う こ と で

ございますけど、先ほどお答え申し上

げましたとおり、本日この基本計画案

をお認めいただきましたらならば、そ

の 地 域 に 相 応 し い も の に な る よ う に

景観等の配慮を含めまして検討し、ご

理解いただきたいと思っております。 

会派内の話合い等につきましては、

私 と し て は 通 常 こ の 政 策 全 般 に つ い

て、それぞれ議員間で情報交換なり共

有 さ れ て い る と い う ふ う に は 考 え ま

すが、それについて私の立場でどうこ

う と い う こ と を 申 し 上 げ る べ き で は

ないと考えております。  

○議長（安澤勝君）  議会事務局長。 

○事務局長（神細工信二君）  一点、

私 の 方 か ら 今 回 の 全 員 協 議 会 等 で 公

開 し て い た だ か な い よ う に と い う 取

扱いにつきましては、混乱が生じない

よ う に と 答 弁 を さ せ て い た だ い て お

りますが、議会運営のみならず候補地

の 皆 様 に 対 し て も 混 乱 が 生 じ な い よ

う と い う 意 味 で 答 弁 さ せ て い た だ い

た と こ ろ で ご ざ い ま す の で よ ろ し く

お願いいたします。  

○議長（安澤勝君） これにて、獅山

議員の質問は終わります。  

 続きまして、６番西澤伸明君。  

○６番（西澤伸明君） それでは、第

１章  施設の理念・基本方針および基

本 計 画 全 体 に つ い て 四 つ 質 問 を さ せ

ていただきます。  

 一つ目の基本方針 (１ )において、広
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域化が述べられています。もっぱら効

率 性 な ど に 資 す る 方 向 の よ う に 述 べ

られていますが、効果の理由およびマ

イナス面も科学的に分析・検証が必要

ではないか。その分析・検証内容は、

ど の よ う な 内 容 か 改 め て 説 明 を 求 め

ます。  

 二 つ 目 に 基 本 方 針 (３ )に お い て ４

Ｒ を 基 調 と し た 施 策 を 進 め る と し て

いるが、基本計画案を策定した平成 20

年 ５ 月 か ら の 実 践 と 実 績 は ど の よ う

に表れたのか、説明をお願いいたしま

す。  

 三つ目ですが、２章 46 ページにお

い て 減 量 化 の 設 定 が 述 べ ら れ て い ま

す。平成 28 年を基準として、燃やすご

み は 圏 域 全 体 で ５ ％ の 削 減 目 標 と し

ています。この目標自体がしょうびん

で 地 球 温 暖 化 対 策 や マ イ ク ロ プ ラ ス

チ ッ ク ご み の 減 量 対 策 と い う 世 界 の

流 れ に も 貢 献 す る 意 思 が 感 じ ら れ な

いものだが、広域行政組合において、

構成市町に対する法的拘束力・実効性

をどのように担保するのか。その目標

を達成する方策・方針は、どのような

ものか説明ください。  

 四つ目ですが、獅山議員の質問とも

関連しますが、このような膨大で重要

な 基 本 計 画 案 を 一 回 の 全 員 協 議 会 の

説 明 と 一 会 期 の 議 会 で 採 決 に か け る

ことに疑問を感じます。建設候補地の

選 定 そ の も の も 大 変 重 い 課 題 で あ る

上に、膨大な資料について、議員ひい

て は 関 係 住 民 に 理 解 を 得 ら れ る よ う

説 明 責 任 を 十 分 時 間 を か け て 果 た す

べきだと考えますが、当局の見解を求

めます。  

○議長（安澤勝君）  建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 要旨

１についてお答えします。  

 今 臨 時 会 に 提 案 し ま す 新 ご み 処 理

施設整備基本計画案は、1-1 ページに

記載の平成 20 年５月に策定された基

本構想の基本方針の内容を踏まえ、こ

れ に 替 わ る も の と し て 改 め て 設 定 す

るもので、1-2、1-3 ページで新施設の

理念・基本方針として、理念１から理

念６まで掲げ、それぞれの基本方針を

定めております。広域化の効果につき

ましては、施設の集約化によりスケー

ルメリットが生じ、建設費や維持管理

費を低く抑えることができます。また、

一 定 の ご み 量 や ご み 質 を 確 保 す る こ

とにより、熱エネルギーを効率よく回

収 で き る こ と や 広 域 で の ご み 処 理 方

法を統一化することにより、ごみ減量

や リ サ イ ク ル の 推 進 を 図 る こ と が で

きます。さらに、安定的な連続燃焼が

で き る こ と に よ り ダ イ オ キ シ ン 類 等

に よ る 環 境 へ の 負 荷 を 抑 え る こ と が

できます。マイナス面の分析・検証が

必 要 で は な い か と の ご 指 摘 で ご ざ い

ますが、広域化につきましては、国の

方針に基づき、平成 11 年に滋賀県一

般廃棄物処理広域化計画が策定され、

県 内 で ７ ブ ロ ッ ク を 設 定 し 一 般 廃 棄

物 の 処 理 を 広 域 で 行 う と い う 方 針 が

示されました。湖東圏域においても、



 

48 

 

県の広域化計画策定以降、現在に至る

ま で 広 域 化 に よ る 施 設 整 備 を 目 指 し

取組を進めておりますので、ご理解を

お願いいたします。  

 次に、要旨２についてお答えします。

平成 20 年５月に策定された湖東地域

広 域 ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 構 想 で 示

さ れ て い る ４ Ｒ の う ち リ サ イ ク ル と

いう面につきましては、基本構想が策

定された当時と比較しますと、現在彦

根市では、容器包装プラスチック類に

ついて、汚れたもの以外を資源化して

いるほか、小型家電、廃蛍光管、廃食

用油を資源として処理し、古紙・衣類

に つ い て は 行 政 回 収 も さ れ て い る 状

況です。また、四町につきましても、

小型家電、廃蛍光管、廃食用油を資源

として処理されておりますことから、

一市四町の総資源化量は、四町の固形

燃料化量を含めて算出しますと、平成

20 年度が 1 万 1,398 トンであったの

に対し、平成 29 年度では 1 万 2,610

トンとなっており、約 10.6％増加して

いる状況であり、これにともないリサ

イクル率も約 5.8％増加しております。

一方、リデュース (発生抑制 )、リユー

ス (再使用 )、リジェネレーション (再

生品の購入 )といったごみの減量に関

する面につきましては、各市町におい

て ご み 減 量 に 関 す る 啓 発 等 様 々 な 取

組がなされてきた結果、ごみ等の総排

出量は、平成 20 年度が 5 万 5,141 ト

ン、平成 29 年度で 4 万 7,535 トンと

なっており、約 7,600 トン、約 14％減

少しております。圏域人口としては、

1,695 人増えていることからすると、

こ れ ま で 各 市 町 に お い て 啓 発 等 が 進

め ら れ て き た 効 果 が 大 き く 表 れ て い

る よ う に 見 え ま す が 、 減 量 さ れ た 約

7,600 トンについては、彦根市清掃セ

ン タ ー に お い て 事 業 系 ご み を 搬 入 す

る 許 可 業 者 に 対 す る 搬 入 物 検 査 を 平

成 27 年度から強化されたことにより、

約 4,800 トン削減されたこと、彦根市

の家庭系の燃やすごみが約 1,900 ト

ン 削 減 さ れ た こ と に よ る と こ ろ が 大

きく、四町においては横ばいの状況と

なっております。  

続 き ま し て 要 旨 ３ に つ い て お 答 え

します。減量目標の設定でございます

が、循環型社会形成推進地域計画平成

23 年度から平成 30 年度までですが、

事後評価では、圏域住民が排出する生

活 系 ご み の 排 出 量 は 総 量 と し て 横 ば

いとなっており、一人当たりの排出量

は減少していますが、目標は達成でき

ておりません。これは分別排出が進ん

で い な い こ と が 要 因 と し て 考 え ら れ

ます。また、基本計画案にもあります

ように、圏域において人口減少予測が

緩やかであることを踏まえると、燃や

す ご み を 圏 域 全 体 で ５ ％ 削 減 す る と

い う 目 標 は 決 し て 低 い も の で は な い

と考えております。地球温暖化対策と

いう面につきましては、先の角井議員

の 質 問 に 対 す る 答 弁 で も 申 し ま し た

とおり、基本計画案において地球温暖

化 対 策 に つ い て は 方 針 を 定 め て お り
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ますが、マイクロプラスチックごみの

減量という点につきましては、代替品

の 開 発 に よ る と こ ろ が 大 き い も の と

考えます。しかしながら、容器包装プ

ラスチックの減量という点では、マイ

バ ッ ク の 持 参 や 個 包 装 さ れ た 商 品 は

買わないなど、各市町の啓発・指導等

によるところであり、燃やすごみなど

他のごみの減量と併せて、各市町の一

般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 の 中 で 目 標 を

設定し、その目標を達成するための施

策 を 実 施 し て い く こ と が 責 務 と な る

ことから、今後も各市町で啓発・指導

等 を 実 施 い た だ く べ き も の と 考 え て

おりますので、ご理解賜りますようお

願いいたします。  

続 き ま し て 要 旨 ４ に つ い て お 答 え

します。議員ご指摘のとおり短いスケ

ジ ュ ー ル で あ る こ と は 承 知 し て い る

ところではございますが、基本計画案

につきましては、圏域住民の皆様を対

象 に 素 案 の 段 階 で パ ブ リ ッ ク コ メ ン

トを実施し、計画素案に対するご意見

はなかったという結果も踏まえ、現有

施設の老朽化が日々進んでいく中で、

一日でも早く事業に着手するため、本

臨 時 議 会 で の 基 本 計 画 案 の 上 程 と さ

せていただきましたところですので、

ご 理 解 い た だ き ま す よ う お 願 い い た

します。  

また、基本計画案をお認めいただい

たあとは、最終的な建設候補地となっ

た地元の住民の皆様、および周辺地域

の 住 民 の 皆 様 に 十 分 に 時 間 を か け て

ご 説 明 さ せ て い た だ く 予 定 を し て お

りますので、ご理解いただきますよう

お願いいたします。  

○議長（安澤勝君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） 要旨１のとこ

ろで、広域化することによって計画全

体でも述べられていますけども、彦根

市 が 分 別 を し て い た 容 器 プ ラ ス チ ッ

クも一緒に燃やす、そういう計画も出

ていますけども、結局は広域化するこ

とによって平準化する。進んだところ

も 悪 い ほ う に 合 わ さ れ て し ま う と い

うおそれがあります。そういう面もな

いのかどうかお答え願いたい。そして

広域化対応のために、場所の選定その

ものも非常に難航していますよね。で

すから、未だに多賀町の山奥に看板が

あがっています。彦根市のごみ搬入反

対。処理施設反対。これは、他の市町

の ご み を 自 分 と こ ろ が 受 入 れ る の は

容認できないという考え方ですよね。

そしてランニングコストも、そういう

点 で 様 々 な ハ ー ド ル を 越 え て い か ね

ばなりません。その点でも十分に理念

の 中 身 で 広 域 化 を す る こ と が 全 て 効

率 に な っ て 良 い と い う だ け で は な い

というのも、きちっと盛込むべきだと

い う ふ う に 考 え て い ま す が 見 解 を 求

めます。  

それから要旨２ですけども、10 年経

過していますよね。ところが燃えるご

みについては答弁にもありました。前

進していない。つまり燃えるごみは減

っ て い な い と い う こ と が 言 わ れ ま し
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た。要旨３とも関連しますけども、法

的な拘束力・実効性をこの組合がどの

ように持つのかという点でも、強制力

と い う よ う に 表 現 し ま す け れ ど も 組

合 が 実 効 性 と 法 的 な 拘 束 力 を き ち っ

と担保するというのがない中で、減量

化 の 音 頭 取 り だ け と い う の が 実 態 で

は な い か と い う よ う に 思 う の で す が

見解を求めます。  

それから要旨３ですけれども、５％

削減とした根拠。これは、なぜ５％に

したのか。過去の実績から５％が適当

だというようにしたのかどうか。分別

が進んでいないと言われました。そう

いう点でも法的な拘束力・実効性のあ

るもの。以前、担当の方から聞きまし

たけれども、彦根市は減量化計画をき

ちんと決めている。減量化方針を作っ

ていますが、四町は減量化の計画の策

定 自 体 も ま だ さ れ て い な い と い う こ

となんですが、当組合が指導性やさっ

き も 言 い ま し た よ う に 実 効 性 を 持 た

せるための担保力、つまり法的な拘束

力をどのように考えているのか、その

こ と を 持 つ 必 要 が あ る と 思 い ま す が

見解を求めます。  

それから４ですけども、開会の冒頭

に 管 理 者 が 慎 重 な 審 議 を 求 め ら れ ま

した。そうであるならば、この獅山議

員の質問を聞いておりますと、一問一

答 な い し 委 員 会 で の 議 論 が ふ さ わ し

い内容だというよう私は思います。そ

ういう点では、この対応するカウンタ

ーレポートですね、つまりこの基本計

画案にある中身で、これは違う、これ

は こ う い う 考 え 方 が 逆 に あ る と い う

よ う な カ ウ ン タ ー レ ポ ー ト を 提 出 す

る期間をきちっとおくべきだと。それ

は議会に提出をして、７日に全協があ

りました、私は腰痛で休んでおりまし

たが、この用紙を見て専門家に見せて

聞 く こ と 自 体 禁 止 さ れ ま し た か ら そ

の点ではしませんでしたが、そういう

点 で カ ウ ン タ ー レ ポ ー ト を 出 し て い

ただいて、そしていくつかの対案が出

て く る か と 思 い ま す け ど も 少 な く と

も当局が提出された計画書と、それに

対 応 す る こ れ は 違 う よ と い う よ う な

計画書ですね。この項目、全面的でな

くても部分的にもこれは間違い、危険

箇 所 や い ろ ん な 点 で 同 様 に 議 員 の 指

摘がありました。そういうところで実

際 に は ど う な の か と い う と こ ろ を 検

証 し て い く 議 論 が 必 要 だ と 思 い ま す

ので、その点どうなのかお答えくださ

い。  

○議長（安澤勝君）  建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 広域

化 す る こ と で 一 市 四 町 が 同 じ 分 別 を

し 統 一 す る こ と に な り ま す と 平 準 化

す る の に わ る い と こ ろ に 合 わ せ る 面

が あ る の で は な い か と い う こ と で ご

ざいますが、もちろん良い方向での検

討 を 一 市 四 町 で 統 一 し た 分 別 方 式 に

なるよう、令和２年度を目途に来年度

に は 一 般 廃 棄 物 の 処 理 基 本 計 画 を 策

定いただくことになりますので、そこ

の と こ ろ は 一 市 四 町 で 決 め て い た だ
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くことになります。  

場 所 の 選 定 で 理 念 に マ イ ナ ス 面 の

検討もということでございますが、こ

の 圏 域 に つ い て は 広 域 で 進 め て ま い

りましたので、マイナス面については

検 討 さ れ て お り ま せ ん の で ご 理 解 い

ただきますようお願いします。  

燃 や す ご み は 減 っ て い な い と い う

お話でございましたが、現状燃やすご

み は 減 っ て き て い る よ う な 状 況 で は

ございますけども、その他のごみ、粗

大 ご み と い っ た 部 分 が 増 え て き て い

る状況でございます。燃やすごみ５％

の 削 減 と い う か た ち で と ら せ て い た

だいてますのは、検討委員会で平成 24

年度から平成 28 年度までの各市町の

ご み 排 出 量 の 実 績 と 人 口 推 計 の 結 果

を基に、一旦、平成 44 年度までとい

う こ と で 将 来 排 出 量 の 推 計 を 算 出 さ

れた結果、当時の計画目標年次であり

ました平成 39 年度において平成 28 年

度 よ り も 約 ６ ％ 燃 や す ご み は 削 減 さ

れ る と い う 結 果 が 出 て お り ま し た の

で、あくまで推計でございますので推

計 ど お り に 減 量 は 進 ま な い と い う こ

と の 可 能 性 も 鑑 み ま し て ５ ％ と い う

よ う な 数 値 で 目 標 を 設 定 さ れ て い る

ところでございます。  

検 討 委 員 会 で 基 本 計 画 の 策 定 を 進

め て い た だ い た わ け で ご ざ い ま す け

れども、基本計画案につきましては昨

年パブリックコメントをして、竹原の

内 容 に は な っ て お り ま し た が 施 設 の

整備、どういったものを建てるかとい

う と こ ろ の 根 幹 に つ い て は 変 わ ら な

いところもございますので、その部分

に つ い て は 圏 域 の 住 民 の 皆 様 か ら ご

意 見 が な か っ た と い う と こ ろ で も 判

断していますけども、場所の検証につ

いては基本計画案の中では、施設の整

備 計 画 に な り ま す の で 検 証 は 今 回 こ

こ で は さ せ て い た だ い て な い も の に

なりますので、ご理解いただきますよ

うお願いいたします。  

○議長（安澤勝君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） まず、この広

域化のデメリットですね。先ほどから

ずっと言っていますけども、要旨３の

５％のところですけども、これは実績

を追認しただけ。さっきから聞いてい

ます質問状にありますように、法的拘

束力・実効性のあるものは何と考えて

いるのか明確に答えていただきたい。

法 的 な 強 制 力 は こ の 組 合 と し て 各 市

町 を 縛 る も の は 予 算 し か な い と い う

ことなんですか。その点減量化の方向

性については、大変消極的な方向だと

みえます。それは実績から見ても彦根

市 さ ん が 一 行 政 区 で 事 業 系 の ご み を

開け出して、おかしなものが入ってい

な い か ど う か と い う の を 行 政 の 力 で

やってきているわけでしょ。リバース

の 場 合 は 調 べ る 行 政 と リ バ ー ス は 関

連性はありますけども、直接の強制力

は持っていません。ですからそういう

点では、更に弱っていくのではないの

か と い う 点 を 言 っ て い る の で す が 見

解を求めたいと思います。  
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そ れ で 安 澤 議 長 さ ん の 采 配 で 本 議

会 の 継 続 審 議 の 是 非 を お 諮 り い た だ

き た い と い う よ う に 考 え て い ま す の

で 要 請 を さ せ て い た だ い て 最 後 の 質

問といたします。  

○議長（安澤勝君）  建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 各市

町の減量の目標につきましては、広域

行 政 組 合 が 法 的 に 減 量 を 進 め る よ う

に と い う こ と で 実 効 性 を 持 た す と い

う の は 難 し い の か な と は 思 い ま す け

ど も ５ ％ の 削 減 の 根 拠 を こ ち ら で 示

さ せ て い た だ い て い る よ う な 推 計 に

よるものでございますので、それは古

い 実 績 値 を 基 に さ れ た も の で ご ざ い

ますので、やはり今後は来年度策定さ

れます一市四町それぞれが令和 11 年

度 の 施 設 の 稼 働 を 視 野 に 入 れ た 一 般

廃棄物処理基本計画を策定する中で、

そ れ ぞ れ 市 町 で 減 量 目 標 と 施 策 を 打

ち 出 し て い た だ く と い う と こ ろ で お

願 い し て ま い り た い と 考 え て お り ま

す の で ご 理 解 い た だ き ま す よ う お 願

いいたします。  

○議長（安澤勝君） 以上で通告があ

った質問は終わります。  

それでは、これより討論を行います。

討論はありませんか。  

(「あり」と呼ぶ者あり ) 

○議長（安澤勝君）  では、暫時休

憩をいたしまして、討論の発言順位

を決めさせていただきます。  

暫時休憩いたします。  

 

〔午後 7 時 27 分休憩〕  

 

〔午後 7 時 33 分再開〕  

 

○議長（安澤勝君）  休憩前に引き

続き会議を開きます。討論の発言者

が２名おられますので、順次発言を

していただきます。その順位は、６

番  西澤伸明君、２番  獅山向洋君

とし発言を許します。６番  西澤伸

明君。  

○６番（西澤伸明君） ６番西澤です。

私は反対討論を行います。いくつかに

わ た り 述 べ て い き ま す の で よ ろ し く

お願いします。  

 一つは、当組合議会において建設候

補 地 の 選 定 を 巡 っ て 竹 原 区 に 一 旦 選

定されてから２年４か月。広域化が打

ち出され、当初石寺が選定されてから

ですと 10 年以上になります。建設候

補 地 を ど こ に す る か な ど の 議 論 が 先

行して、今回議案として提出された第

１ 章 か ら 第 ９ 章 に お よ ぶ 全 面 的 な 基

本 計 画 案 の 詳 し く 専 門 的 な 内 容 を 理

解するどころか、事実を把握すること

す ら お ぼ つ か な い 状 況 だ と 言 わ ね ば

なりません。そのような段階で採決に

付すこと自体、大変疑問に感じ議会お

よ び 住 民 の 代 表 の 議 員 と し て の 役 割

を ま っ と う で き る の か 大 変 不 安 に な

る こ と を 率 直 に 表 明 し た い と 思 い ま

す。  

獅山議員が指摘されました事項、つ

ま り 基 本 計 画 案 を 議 案 と し て 最 終 決
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定 し た 文 中 に あ る よ う に 令 和 元 年 ９

月 19 日であるならば何かの文章を引

用するのなら平成 39 年としても理解

できます。しかし、今の時点の年号は

令和であります。その令和の年号をし

な け れ ば な ら な い の は 当 然 の こ と で

す。私が注目するのは枝葉の問題では

なく、管理者自身が自信と責任をもっ

て基本計画案を確認したのか。議論を

深 め た の か 甚 だ 疑 問 に 思 う と こ ろ で

ございます。コンサルの作成提案を管

理者として吟味もせず、任せきりにし

て い る 一 つ の あ ら わ れ で は な い か と

いう深い疑問であります。それらの意

味でも議案の否決が相当であり、全章

を 一 つ 一 つ 丁 寧 に 時 間 を か け て 審 議

し、議会のチェック機関としての役割

を果たすとともに、当局は説明責任を

細 微 に わ た っ て 果 た す 義 務 が あ る こ

とを改めて提起するものです。  

 二つ目に、私は主に基本計画案の第

２章 2‐ 46(４ )減量目標の設定にかか

わって述べたいと思います。28 年度を

基準にして平成 39 年度、現時点から

い え ば 本 年 度 を 入 れ て ９ 年 後 に 燃 え

るごみを５％、燃えないごみを 2.9％

削減との目標設定を見て、これは驚き

ました。目標自体で減量のやる気なし

と し か 読 み 取 れ ま せ ん 。 そ れ は 2-

16(３ )新 施 設 稼 働 開 始 後 の 処 理 体 系

で 述 べ て い る こ と と も 関 わ っ て い る

と考えます。ここでは、案①から③に

連記していますが、2-22 ページにおい

て 資 源 ご み に つ い て 新 施 設 に お い て

は 焼 却 時 の 余 熱 を 高 効 率 で 回 収 す る

ことが可能となるとともに、排ガス処

理 施 設 で の 高 効 率 な 有 害 物 質 除 去 が

可 能 と な る こ と か ら 可 燃 ご み と し て

処理するとしており、余熱利用等わざ

わざ、さも何か新しい技術を導入する

かのような表現をしていますが、プラ

ス チ ッ ク 容 器 を 燃 や す こ と で 高 熱 を

発し、他のごみを燃やしやすくする燃

料 の 代 役 を 果 た さ せ よ う と し て い る

に過ぎないと考えます。もう一つ無視

できないのは、プラスチック容器を燃

や す こ と に よ っ て 有 害 物 質 の 除 去 に

寄与するかのように述べていますが、

プ ラ ス チ ッ ク に 含 ま れ て い る さ ま ざ

まな有害物質・重金属・化学物質など

別 の 危 険 が 高 ま る お そ れ は 否 定 で き

ません。この記述の末尾にかっこ書き

で、正しい分別統一案③と言い訳的に

述べているに過ぎず、燃やすごみを極

力減らし上勝町これは徳島県ですが、

上 勝 町 の よ う に ご み ゼ ロ を 目 指 す と

の姿勢は全く感じられません。  

 三つ目に、ごみ処理の広域化は小さ

な町の自主的取組み。その前段である

発 想 そ の も の を 押 し 潰 す お そ れ が あ

る こ と を 率 直 に 指 摘 し な い わ け に は

おられません。まず、自分が出したご

みは、どのようなルートを通じて処理

され最後はどこに行くのか。ごみと社

会の関わり。ごみと大気汚染・海洋汚

染・地球温暖化への影響など身近で小

さ な 単 位 で お 互 い に 考 え 意 見 を 交 わ

すことが住民自治を前進させる 上で、
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とても重要だと考えています。リバー

スセンターは稼働して 22 年であり、

Ｒ Ｄ Ｆ 方 式 こ そ 見 直 し が 必 要 で す が

設 備 の 部 分 改 修 で 対 応 で き る こ と は

事 務 局 も 認 め ざ る を え な い 状 況 だ と

考えています。環境負荷を最大限にか

けないことを最優先にしながら、少な

く と も 四 町 の 枠 組 み で 英 知 を 集 め る

必 要 に 迫 ら れ て い る こ と を 強 調 し た

いと思います。  

 四つ目に、財政負担の面から考えま

す。９章３を参照して試算しますと以

下のようになります。甲良町の負担を

基準に考えますと、施設建設費約 200

億円として均等割り 20％。人口割 80％、

圏域人口を平成 28 年度で試算します

と 11 億 7,500 万円の負担となります。

リサイクル施設の維持管理費も含め、

維 持 管 理 総 額 は 同 じ 計 算 式 を あ て は

め て 甲 良 町 の 毎 年 の 負 担 額 は 、 1 億

4,541 万円となります。このように説

明していただいておりますが、施設以

外の道路・橋梁費それらの金額それか

ら物件費などの増額によって、金額は

さ ら に 増 額 を し て い く と い う よ う に

予測できます。このように実際試算し

てみますと膨大な負担が強いられ、逆

にこれだけの負担をするならば、彦根

市の枠組み、四町の枠組みで十分可能

であることが考えられます。  

 五つ目に、近年地球温暖化が大きな

問 題 に な っ て い る 時 に 大 型 ご み 処 理

施 設 は 必 要 な の か 考 え た い と 思 い ま

す。地球温暖化による海水温の上昇が

原因といわれて、今まで経験したこと

が な い 豪 雨 被 害 そ し て 台 風 被 害 が 各

地で起きています。地球環境を考える

上でも、ごみ処理の大型化は再考する

ときがきています。９月に国連は気候

行動サミットを開催し、若者は全世界

で、16 歳でスウェーデンの環境活動家

グレタ・トゥンベリさんの呼びかけに

応えて、創意ある取組みで立ち上がっ

ています。一方行政は、ダイオキシン

や 水 銀 な ど 基 準 以 下 で 大 丈 夫 と い い

ます。しかし基準以下であってもばい

煙は出ます。少量の放出であっても 20

年 30 年経過すれば周辺環境に影響を

およぼします。大型ごみ処理施設で事

故が起これば、ばい煙の大量噴出・大

量放出・公害にもつながることを試算

しています。基本計画案 80 ページで

は、規制基準に照らして焼却方式２炉

か３炉の比較であったり、低騒音機器

や 防 音 壁 の 対 策 を 講 じ て い る だ け に

すぎません。プラント排水は下水に放

流としています。極めて不十分な計画

だといわねばなりません。この世界的

規模の運動・取組みに比べて当組合の

構 成 市 町 は 極 め て 小 さ な 支 流 に 過 ぎ

ません。その小さな支流がいくつも合

流 し て 温 暖 化 対 策 の 巨 大 な 流 れ を 成

すべく、一翼を担っていくものと考え

ます。その観点の大前提が、すっぺり

と抜け落ちていると思っています。新

施設ができれば少なくとも 50 年先ま

で 稼 働 す る こ と を 展 望 し た 環 境 に 負

荷 を か け な い 基 本 計 画 が 必 要 で あ り
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ます。そのためにも、ごみ処理広域化

計画を以上、述べてきたように見直し

は可能だと考えます。リバースセンタ

ー と 彦 根 市 清 掃 セ ン タ ー の 枠 組 み で

再 検 討 を す べ き こ と を 改 め て 強 調 し

たいと思います。以上です。  

○議長（安澤勝君）  獅山議員。  

○２番（獅山向洋君） 永遠と質問し

ましてですね、また反対討論をやって

随分時間をいただく訳ですが、私が最

初に不満を述べたいのは、なぜ午後３

時 30 分から始まったのかということ

です。会期１日とおっしゃったけど、

実際は半日じゃありませんか。こんな

短 い 期 間 で 発 言 通 告 で 質 問 し た り 討

論 し た り と い う こ と に 今 回 招 集 し た

招集権者は、責任を感じてもらいたい

と思います。  

 さて、それでは反対討論を申し上げ

ますが、既に西澤議員がおっしゃった

ように私が一番驚いているのは、令和

元 年 の 今 日 で あ る の に 未 だ に 本 文 に

お い て 平 成 と い う 年 号 を 使 っ て い る

と い う こ と 自 体 が 議 案 を 提 案 し た 管

理 者 な り 関 係 者 が ど う 考 え て お ら れ

るのかということです。明日はまさに

天皇陛下が即位される、即位の礼があ

る日なんですよ。こんな時に平成とい

う よ う な 言 葉 を 散 々 こ の 本 文 で 使 っ

て お ら れ る と い う こ と 自 体 お か し い

と思わない方がおかしいんですよね。

と こ ろ が 管 理 者 も 副 管 理 者 も 事 務 局

も お か し い と 思 っ て お ら れ な い よ う

なんです。私は既に発言通告書 15 日

において、こういう質問をしているん

ですよ。この年号の使用の誤りはどう

かと。私は当然この使用の誤りについ

て正誤表というか、そういうものをお

付 け に な る も の だ と 思 っ て い た ん で

すよ。これは彦根の市議会もとより各

町議会でも当然のこととして、訂正正

誤 表 と い う も の を 市 長 な り 町 長 か ら

受 け 取 っ て お ら れ る ん じ ゃ な い で す

か。ところが頑として応じないわけで

すよね。誰が見ても誤りでしょう。そ

れ を 直 さ な い と い う こ と 自 体 や っ ぱ

り 今 も 管 理 者 な り 副 管 理 者 や 事 務 局

の姿勢に問題があると思うんですよ。

こんなことを議会が、はい。そうです

かと認めたら、広域行政組合の恥にな

る と い う こ と を 議 員 の 皆 さ ん も し っ

か り と 理 解 し て い た だ き た い と 思 う

んです。  

 さて次に、既に指摘しておりますが

西清崎町という町名についてです。な

ぜ町がつくのかということですよ。西

清崎町という町はありません。これは

皆 さ ん も 彦 根 市 の 町 名 の 一 覧 を 見 て

いただいたら、どこを探してもないん

ですよ。それなのに町にしてしまって

い る と い う こ と 自 体 が 大 問 題 な ん で

す。それならば、例えば先ほどもご答

弁 に あ り ま し た よ う に 清 崎 町 地 先 と

いうなら間違いありません。あるいは

清崎町西清崎地区とかね。これは竹原

地 区 に つ い て も そ う い う ふ う に お っ

しゃっていました。ただし、竹原につ

い て は ち ゃ ん と し た 字 名 な ん で す よ
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ね。だから何も問題ないわけですが、

こ う い う よ う な 有 り 得 な い 町 名 を

堂々とお使いになって、しかも自治会

名だとおっしゃるわけですね。それな

らば、なぜ自治会名であるということ

を、きちっとかっこをしてお書きにな

らないんですか。それを書かない限り、

こ れ は 明 ら か に 間 違 い だ と い う こ と

を言わざるを得ないのです。私がこれ

を強調しますのは、先ほども申し上げ

ましたように、いずれは交付金の申請

をしなきゃいけない。また、地方債の

発行もしなければいけない。その時に、

議 案 と し て 確 定 し ま う わ け な ん で す

よ。ですから、例えば国に出す書類で

も、これは議案としてこういうものが

通 っ て お り ま す と い う こ と を 出 さ な

くてはいけないわけで、その時に国の

役員なり県の役員が見て、なんだ組合

は。こんなばかなことやっているのか

と言われないようにするのが、管理者

なり議会の責任なんですよ。その点だ

け 繰 り 返 し て 申 し 上 げ て お き た い と

思います。  

 さて次に、質問で大体お分かりと思

いますけど、現在、地球温暖化という

こ と で 本 来 な ら 台 風 が 東 京 の 方 に 行

くはずがないのに、東京の方ばっかり

行っているんですよ。昔はちゃんと関

西 の 方 に と い う と 言 い 方 が わ る い け

ども、関西にきていたのがあれだけ北

の 方 に 行 っ て い る と い う こ と を 我 々

もよく考えなければいけない。そうい

う前提で考えますときに、何でもこの

検 討 委 員 会 の 報 告 書 に 従 っ て お ら れ

ますけども、やっぱりこれから造るし

っ か り し た 施 設 が 立 地 条 件 と し て 浸

水災害・土砂災害あるいは軟弱地盤で

ないところにもっていこうと。それは

基 本 的 な も の で な け れ ば い け な い わ

けなんですよ。ところが、当然それは

大 丈 夫 み た い な 感 覚 で 災 害 対 策 と し

て備蓄しておかなきゃいけないとか、

そ ん な こ と ば か り 言 っ て い る わ け で

して、全く最初の前提が間違っている

ということを、我々がしっかりと理解

し て お か な く て は い け な い と 思 い ま

す。既に南海トラフ巨大地震について

もお話し申し上げました。 30 年以内

に今までは 70％と言っていたのを今

度は 70％ないし 80％に引き上げられ

ているんですよ。今回のこの施設につ

いては、これから 30 年。造るのに 10

年かかるといって 40 年ぐらい使わな

ければならないわけですよ。ですから

確率が、これからどんどん上がってく

るんですよ。 80％から 90％場合によ

っ て は 100％ に 近 い よ う な 確 率 に 上

がってくるわけなんですよ。だからそ

れ に 対 し て 備 え を し て お か な く て は

いけないのに、鈴鹿西縁断層だけの話

で終わらそうとしていること自体、私

は 非 常 に 問 題 が あ る と 思 っ て お り ま

す。非常に確率が高くなってくるんだ

ということです。  

 さてそれから、炉の数の問題です。

この炉の数の問題は、私は非常に重要

だと思います。なぜかといいますと、
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彦 根 市 の 炉 は 現 在 ３ 炉 体 制 で や っ て

いるわけなんです。それで代わる代わ

る使っておりまして、しかも８時間と

いう短い時間燃焼しているんで、そう

い う 意 味 で ３ 炉 体 制 で も そ れ な り に

動いていける。こういうことなんです。

と こ ろ が 、 今 度 の こ の 焼 却 方 式 で は

24 時間燃やすわけです。 24 時間も燃

やしておったら、どこかで傷むことが

ある。確率としては２分の１よりも３

分 の １ に し て お く 方 が は る か に 安 定

性があるわけなんですよね。ところが、

検 討 委 員 会 が ２ 炉 体 制 と い っ た の か

どうか知りませんが、なぜ２炉にする

のかということについては、理由とし

て は 経 済 性 と 周 辺 環 境 と の 調 和 と い

う こ と を 二 重 丸 に し て い る わ け な ん

ですね。なぜですか。むしろ３炉体制

で 二 重 丸 し て い る 安 定 性 と 将 来 の ご

み量減少への対応、こういうものを重

視 す る の が 本 来 の あ り 方 で は あ り ま

せんか。これから、どんどんいろいろ

なことが起きてきて、今回のような風

水 害 で 大 変 な 災 害 の 処 理 を し な く て

は い け な い ご み が 出 て く る か も し れ

ないことが考えられるのに、わざわざ

２炉体制にしてしまう。いうならば、

彦 根 の 市 議 会 議 員 な ん で 申 し 上 げ る

んですが、彦根の３炉体制がなぜ２炉

に 後 退 し て し ま う の か と い う こ と が

非 常 に 問 題 で あ る と 私 は 思 っ て お り

ます。  

 さてその次に、とにかく先ほど申し

上 げ ま し た よ う に 最 新 の ご み の 排 出

量に基づいて、いろんな施設のことは

決めておくべきだ。いうならば、ごみ

将 来 排 出 量 の 推 計 と い う も の が 非 常

に重要でございます。これから検討す

るみたいなお話だったんですが、そう

じゃない。基本計画案の段階で一番新

し い デ ー タ に 基 づ い て 排 出 量 を 計 算

して、それに基づいて全体の施設の規

模 を 決 め て い く と い う の が 順 序 な ん

ですよ。その順序を逆さまにして、こ

れから決めますというのは、そんな話

で は 駄 目 だ と い う こ と を 申 し 上 げ て

おきたいと思います。  

 それともう一点、私は非常に重視し

ているわけですが、なんとストーカ式

焼却炉について８者は、ちゃんと計算

し て ど れ だ け 費 用 が か か る か 出 し て

きたんですよ。ところが、他の三方式

はゼロ。それについて、なんでゼロか

問合せたか聞けば、問合せていない。

ま る で こ れ は 最 初 か ら ス ト ー カ 式 に

し て し ま お う と 意 図 が 見 え 見 え な ん

ですよ。なんで８者もたくさん出して

きたんですか。それがおかしいんです

よ。三方式だって当然企業としては受

注 し よ う と し て 一 生 懸 命 に な っ て い

るはずなんです。それなのに、あえて

出 せ な か っ た と い う こ と 自 体 が 非 常

に 疑 問 が 残 る と 私 は 申 し 上 げ て お き

たいと思います。  

 あと、５分程時間いただきますが、

地 形 と か 地 質 と か 地 盤 条 件 と か あ っ

たんですけど、これについては既に致

命 的 な 問 題 じ ゃ な い か と 私 は 思 っ て
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いるんですよ。わざわざ荒神山と宇曽

川 の 斜 面 の 上 に そ う い う も の を 造 る

ということ自体ね、いくらボーリング

して杭を打っても、やっぱり敷地その

ものが極めて不安定な状況になる。更

に沖積層であるということですね。こ

れ は 地 震 に 対 し て 液 状 化 現 象 が 起 き

る可能性が十分あるわけでして、そう

い う 観 点 か ら も 非 常 に 私 は 重 視 し て

いただきたいと思います。あと神社が

二つもあるということについて、これ

か ら 配 慮 す る み た い な こ と を お っ し

ゃっていますが、なんで今から配慮で

きないんですか。例えば竹原地区だっ

て や っ ぱ り 湖 東 三 山 の 皆 さ ん が 反 対

されたわけですよ。そういうのを既に

学習しているのに、またここで神社の

目 の 前 に も っ て く る と い う よ う な 感

覚 そ の も の が 私 は お か し い の で は な

いかと思います。  

 さて、いろいろと申し上げましたけ

ど、もう一つは搬入出路のルートの問

題です。我々は散々このいわゆる西清

崎町のところには、道路を新しく造っ

て 橋 を 架 け る と こ う お っ し ゃ っ て い

たわけですけども、今回のこの基本計

画 案 に は そ れ が 全 く 出 て い な い で す

ね。検討するとしか出していない。こ

れ は 議 員 に 対 す る 説 明 と 地 域 住 民 に

対 す る 説 明 と が 完 全 に 矛 盾 し て い る

ということなんです。その点について、

き ち っ と し た 説 明 が な い か ら 反 対 せ

ざる得ないわけです。  

 さて、一つ今回分かりましたのは、

基 本 計 画 案 に も 書 い て あ る こ と で す

が、この橋を架けるのについては一市

四町の負担である。これは非常に大き

な収穫でございます。四町の皆さんも

き ち っ と 負 担 し て い た だ き た い と 思

っております。  

さて最後に議会運営の問題ですが、

先 ほ ど 私 う っ か り し て 全 員 協 議 会 が

15 日と申し上げたんですが、 15 日は

発言通告書の期限でございまして、全

員協議会は７日でございました。これ

は訂正しておきたいのですが、それと

同 時 に 早 く 発 表 し た ら 混 乱 が 生 じ る

なんておっしゃっているんですけど、

とんでもない話じゃないですか。議会

だ け じ ゃ な く て 地 元 で も 混 乱 が 生 じ

ると。これは本当に事業を推進される

皆さんとして、とんでもないものの考

え方だと思いますよ。どんな事業であ

っ て も 賛 成 も あ れ ば 反 対 も あ る わ け

であって、それをしっかりと説得して

いくというのが、これが執行部の責任

なんですよ。それを発表すれば混乱が

生じるなんて、そういうものの考え方

自 体 が 誤 っ て い る と 私 は 思 っ て お り

ます。以上、いろいろと申し上げまし

たけども、私はこの内容につきまして

全 面 的 に 反 対 を し て お き た い と 思 い

ます。  

○議長（安澤勝君） 以上をもちまし

て討論を終結いたします。  

これより採決を行います。議案第 8

号  彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施

設 整 備 基 本 計 画 を 定 め る こ と に つ き
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議 決 を 求 め る こ と に つ い て を 原 案 の

と お り 決 す る こ と に 賛 成 の 諸 君 の 起

立を求めます。  

〔賛成者起立〕  

○議長（安澤勝君） お座りください。

起立多数であります。よって、議案第

８ 号  彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理

施 設 整 備 基 本 計 画 を 定 め る こ と に つ

き議決を求めることについては、原案

のとおり可決されました。  

以 上 を 持 ち ま し て 今 臨 時 会 に 付 議

さ れ ま し た 議 案 は 全 て 議 了 い た し ま

した。  

こ こ で 議 長 よ り 執 行 部 は じ め 管 理

者の皆様にお願いを申し上げます。本

日 の 臨 時 議 会 に お い て 彦 根 愛 知 犬 上

地 域 新 ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 計 画 が

可決されました。今後、地質調査・環

境 影 響 調 査 等 が 行 わ れ る こ と と な り

ますが、圏域内の重要な施設となるこ

とは間違いありません。彦根市で今大

きな課題となっております、本庁舎耐

震 補 強 増 築 問 題 で 裏 合 意 と さ れ た 真

相 を 調 査 す る 百 条 委 員 会 の 中 で も 市

長 の 管 理 能 力 や ガ バ ナ ン ス が き か な

かったことが指摘され、今日まで問題

が 長 引 く 要 因 の 一 つ と な っ て お り ま

す。 200 億円を超える大事業であり、

本 組 合 議 会 に お い て は 今 後 必 要 に 応

じて全員協議会を開き、執行部より調

査 の 進 捗 状 況 や 現 状 報 告 等 を 求 め 議

会 と し て チ ェ ッ ク 機 能 を 果 た し た い

と 思 い ま す の で よ ろ し く お 願 い を し

たいと思います。  

これをもちまして、令和元年 10 月

彦 根 愛 知 犬 上 地 域 広 域 行 政 組 合 議 会

臨時会を閉会いたします。皆様、ご苦

労様でございました。  

 

午後 8 時 02 分閉会  
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令和元年 10 月 21 日 (月曜日 ) 

       午後 3 時 31 分開会  

○議長（安澤勝君）  皆さん、本日

は、大変お忙しい中、お集まりをい

ただきましてありがとうございま

す。  

それでは、臨時会の開会前に、お

時間をいただき、全員協議会を行い

ます。本日の臨時会の欠席者につい

て、事務局から報告があります。事

務局。  

○事務局長 (神細工信二君 ) 失礼い

たします。事務局長の神細工でござ

います。本日、豊郷町の北川和利議

員が少し遅れて来られるという連絡

が入っております。また、副管理者

の伊藤豊郷町長でございますが、公

務のため、欠席をさせていただきま

すのでご報告させていただきます。

以上でございます。  

○議長（安澤勝君）  ありがとうご

ざいました。これをもちまして全員

協議会を終わります。  

次に、今臨時会の開会に当たり、

管理者より挨拶をお願いいたしま

す。管理者。  

○管理者（大久保貴君）  皆様、こ

んにちは。少し遅参しまして誠に失

礼いたしました。令和元年 10 月組合

議会臨時会の開催に当たりまして一

言、ご挨拶申し上げます。  

 議員各位におかれましては、平素

から当組合の運営に格別のご理解、

ご協力をちょうだいしておりますこ

と改めて厚くお礼申し上げます。ま

た、本日は、臨時会ということでご

ざいますが、公私何かとご多用のと

ころご出席いただきまして、ありが

とうございます。  

 さて、今臨時会は、彦根愛知犬上

地域新ごみ処理施設整備基本計画を

定めることにつき議決を求めること

についての議案を提出させていただ

きます。本提出議案は、広域での新

たなごみ処理施設建設を早期に進め

てまいりますために、重要な案件で

ございまして慎重なご審議の上、適

切なご議決をいただきますようお願

い申し上げたいと思います。簡単で

はございますが、冒頭のご挨拶とさ

せていただきます。  

○議長（安澤  勝君）  ありがとう

ございました。  

 

       午後 3 時 33 分閉会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


